
佐賀県文化財調査報告・因第147集

佐賀県農業基盤整備事業に係る

文化財調査報告書 19 

2001年3月

佐賀県教育委員会



佐賀県農業基盤整備事業に係る

文化財調査報告書 19 

2001年3月

佐賀県教育委員会



は じ め に

この報告i!Iは、佐買県塁業基盤整伽fJf業等の施工に先立ち実施した、埋蔵文化財の確認調

丘の結果をまとめたものです。

本県には埋蔵文化財が多数存在しており、県教育委員会では、これらのi'lIHな文化財の保

護と腹業等を営む方々の生活韮盤を整備する事業との関整を図るため、文化財の確認調査と

記録の似存を進めております。

今I!!!、平成12年度悶業括盤整備,Ji業等施工地区について文化財確認調査を行った結果、旧

石器時代から近世にわたる各時代の追跡が確認され、ここにその成果の一端を紹介するもの

です。

本;riを文化財を県民の共有財症として大切に保存していくための打料として役立てていた

だければ幸いです。

この調査にあたって、文化庁、九州股政局、県股林部、各市町村教育委n会・股林担当課
並びに地元l関係各位の深い御理解と御協力をいただきましたことに対し、心からお礼申し上

げます。

平成13年3月31日

佐沢県教育委貝会

教育長 松尾正廣



例 言

I. ,I.:{りはlliflill補助を受け、平成II年度に確認潤代を実施した佐代臥股榮碁盤整備事業に伴う文化財確認潤査報

告，りである。また、 U!llilとして嘉瀬川ダム紐設）ド業・ その他公共11,業に伴う文化財確認閥社結米について所

収している。

2. 閾立はiii町村教行委且会の協力を得て、佐釘県教打委n会が行った。
3
 

トレンチ（試掘坑） 位!~t図作成、 迫構の実測、写其贔はもは潤査J.:lが行った。 また、地形測R図作成・空巾存

!1!/il影作業については委託により実施した。

4. 迫物の整理 ・製図 ・報告；り作成作業は、佐双県文化財課 （神埼')I務所）で行った。

・迫物整踵 ..........................Ill中ハルミ

・迫物整理、辺物実測、製図 ..........-番ケ瀬 1;iI:'子・江島災恵子 ・上瀧光子 ・111□又佐十
• 四 閃 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 三好文子

5. 本，りの執下は下記の分捐で行った。

|、 II [3-(3) を除く］． IV、＞
 

............ 市川 箔文（佐fi県教ff委U会）

11-3-(3) ······················· • ·· · · · ·· • 西田和己（佐賀県教育委n会）
IU-1 ...................................... 太LFL 睦（中原町教百委貝会）

川ー2、3・・・・・..........・・・..................原Ill大介 （上昨町教n委且会）
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．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・桑原辛則 （神埼町教百委且会）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・--・・・・・・・ 中!Pf 充（佐双市教百灸U会）

... .... .. . . .. . . .. . .... . ....... . . . .. . . • 三代 俊行（佐買市教百委n会）

...................................... 岩永雅彦（多久市教肖委且会）

m-a、9 ・ ・・ ・ ・・ · • ・・・・ · • · · ・ ・ ・・ · · · • · · ·· · ·・・・・..rn島龍太 (I, り洋市教付委U会）

Ul-10、11・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ • • • ・ ・ • • • ・ • • • • • • • • • • • • ・1,X場誠司 (!Ji浪市教育委n会）
6. 本内にmいた方位は、原則として座探北とし、磁北を用いた場合はその旨を記した。

7. 挿困中の■は追構 ・退物が確認されたト レンチ．口は迫構・ 追物が確認されなかったト レンチを示す。
8. ぷ,,「II.平成II年度文化財確認渕査の概要は曲迂Uから提出された関査結果報告を共に紺染打がまとめてい
る。IIの報告及びmの各担当者の原船のうち、 r土猥」や r・・・・・・跡」の表記等については統一を図り、ま

た一部表現を変えたところがある。これらの文廿は紺巣行に帰す。

9. 本iiの編机は市川が行った。
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I. 調査に至る経過

1平成12年度農林業基盤整備事業等に係る文化財確認調査

(1)農林業塁盤竪備事業等に係る協請

例年、次年度の此林業lH,!幣偏事業については、 9;¥股林部と臥教百委貝会が締結した I/;!業基盤整伽事業に係

る埋蔵文化財の保渡に関する確認事項（昭和53年4月1日締結、昭和59年4月1日一部改iE)Jに昼づき、文化財

確認調査の有無守について協議を火施している。平成12年度閃林業其盤整備'11菜施：L地区のうち、予伽潤刊

（分布・試批 ・確認潤究）が必要となった地区は、佐l"l東部地区（ハ栖市・基山町・中原町・東rt振村 ・肝振

村・神埼●r . 千代ru町） 14.7 ha、佐釘西部地区 （佐n,1;-多久rli・訂士町・大和町・小城町 ・三日月町・ 芦
刈町） 77.9 ha. 1/i:f'I函部地区 (i'「．北町・大町町・北方町・武雄,ti'鹿島市・打明町・ 111内町 ・太良町・娼野

町） 79.9 ha 、 Wi"i~t祁地lie: (f/t万旦市・柑知町・ 七山村 ・浜玉町 ・厳木町・西Hlll!lf・ 打田町 ・北波多N)

95h a、佐沢上場地区 O,'filtili・ 鎖西町・玄海町・肥前町） 68h aの合計335.5haである。施1:主体は、県
製林部・殷t,J製地整紺/,J所行の県常、 iii町村所符のI:り(,t;営市業芍に区分される。また、 H州9雑政屈筑後川←ド流炭

業水利ljl務所所行の筑後川下流JII水'If業に伴う協訊 （佐沢市・大和町・神埼町・ 三Fl月If). 佐釘1・,部此地f./j災

•JC業所1所管の股菜用水l関係!Jf業に {1\ ぅ協請（佐l'Yili ・川湖町・久保川町・牛禅町・芦刈町）もなされた。

(2)文化財確認調査

協議した施工計両について現地踏介などの結果をもとに検討を行い、文化財確認閾代が必要と認められた地区

（表I)を決定した。これを受け、 当該市町村教百委員会 ・此林祖当課、県屈林部 ・製村此地整備局との第11°11'1

の r平成12年度悶林榮らぼ盤整伽lj(業に係る文化財の保護に関する第1回協闊会Jを県教百委U会が主催して 10

月17日に開催し、文化財確認講在の時期など円沿な実施について協譲した。

文化財確認潤査は厭lllJとして稲刈り終了から女の作付けまでの11111/IJ(IO月下旬~12月」：旬）までの1月に行っ

たが、地区によっては上物の状況等により、年l!t末までずれ込む箇所もあった。

確認潤在は/Ji!l!IJとして、 2mx2mのトレンチ（試掘)JOを20mllU慰で碁盤目状に、 ,i道 ・林追等．潤在対象

地区が狭い場合はほば等Ifり阪に設定し、埋蔵文化財の有無、性格、範囲などを潤迂した。

(3)農林業呈盤竪備事業等と文化財保護に関する協頴

確認潤代を実施した結果、佐買束部地区でl,400rrt、佐双内部地区で93,000rrl、佐収南部地区で1,450叫

佐n北部地区で10,SOOrrl、佐ru場地区で2,400ntの合計108,750ntの道跡の広がりが確認された。内容とし
ては弥生時代の集落、古川、中世山城、明治初頭の磁甜窯跡等を確認した他、特箪すぺきものとして近世の涸池

提の調究を行った。平成II年12月101:1には「平成12年度1此林業廷盤整備事業に係る文化財の保渡に関する第2

回協議会」を開催し、確認潤杏の結果をもとに、文化財の保存についてエlfl計画との潤整を~rった。 このうちほ

場整備等においては盛上による保存、 g;i逍・林辺・用排水路等については路綿の変更により辺跡の保存に努めた

が、設計変更によっても保付が不可能なものについては、協議の上、エ市実施前に記録保存の措沼を取ることと

した。この結呆、 平成12年度以倍に本発掲潤査を実施することとなったのは、佐代東部地区で1,000日、 l1r.f1

洒邪地区で6.000nt、佐買i~i部地区で500nt、佐買北部地区で8.000nt、佐n上場地区で2,400面の合，~1-

17,900rrlである。まt.:J'.事の内容及び迅跡の内容等を鑑みて、確認潤gの範囲で記録似存を火施したものは、

仰91町龍王涸池の近世燦などJl・950mである。

-1-
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総括
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表 1 牒林業基盤整備事業施工予定地区内文化財確認調査（平成11年度実施）

地 区 市町村名 工事地区名 所 在 地 確認調査対象 謂 査 結 果 担当者 備 考

佐買東部地区 内栖市 烏栖北部 烏栖市汀島町字西谷 0. 2 ha 弥生土器・須恵器数点、迫構なし 湯浅 本行辺跡

中原町 九千部山横断線 中原町大字原古双字丸1L1 0. 8 ha 通路状迎構、須恵器杯 太田 既取山道跡

束脊振村 佐賀東部 東脊恨村大字大曲字西前田 延長 200m 弥生時代の築落跡 市川 西前田辺跡

佐双西部地区 佐質市 金立東部 佐賀市金立町大字薬師丸 lOha 弥生時代、平安～中世の集落跡 楠本・中野 上九郎辺跡

兵紐北部 佐賀市兵庫町大字若宮 24. 1 ha 土師器・陶器・染付 市 川・ 古川 禾周知

幹線水路徳永線 佐賀市兵庫町大字若宮 延旦 450m 迫構・迫物なし 市川・古川 禾周知

窪士町 佐賀北部2期 筍士町大字栗並 0. 2 ha 土師器 ・困磁器 ・黒曜石数点出土、迫構なし 宗 像 未周知

佐賀南部地区 武雄市 武雄北部2期 武雄市武内町大字呉手野字内田 I. 0 ha 陶器片出土、 辺構なし 原田・淵 古屋敷窯跡

鹿島市 多良岳2期 鹿島市浜町字皿山 0. 5 ha 明治～大正時代の磁器窯跡 加田 浜町皿山窯跡

有明町 間王溜池 有明町大字深浦字平111 0. 4 ha 近世期溜池の堤・ 樋管 西田・古川・市川 龍王峠古坦群

佐賀北部地区 伊万里市 煤屋 伊万里市波多津町大字煤屈字皆治ケ浦 0. 2 ha 辺構 ・迫物なし 島内 未周知

峰 伊万里市山代町久原字馬洗川 18.59ha 黒闘石数点出土、迫構なし 島内 楠殿屋敷跡

小木原線 伊万里市二里町大里字小木原 0. 2 ha 黒曜石剥片・チッブ多Rに出土 島内 腰岳遵跡群

相知町 浅井谷 相知町大字牟田部字浅井谷 0. 8 ha 弥生時代の土器、縄文時代の石器出土 黒田 未周知

浜玉町 ひれふり 浜玉町大字横田、東山田 21.6ha 古収 • 石棺甚•土坑¥ 中尾・永田・市川 大岩西辺跡 ・小山U古瑣

今坂 浜玉町大字平原字原田 IOOha 土器・須恵器・陶器数点出土、迫柄なし 永田 未周知

佐買上湯地区 J,Y油市 姐の尾 居律市半田字鶏の尾 0. 5 2 ha 古旧・近世廷 荘場 知の尾古瑣群

宇木半田2期 唐tit市宇木字大谷、東山田 延長 300m 迫柄・追物なし 内田 未周知

玄海町 玄海支線24号 玄海町大字牟形 0. I 4h a 迫柄 ・辺物なし 有光 未周知

肥前町 赤坂 肥前町大字赤坂字太田 I. 2 ha 迫構・迫物なし 藤井 未周知

表2 平成11年度農林業基盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査一覧表

地 区 市町村名 辺跡名 略号 所 在 地 調査面積 調査主体者 調査担当者 辺 跡 の 内 容

佐四東部地区 中原町 屈取山迫跡m・IV区 TTY 三茂］＆郡中原町大字原古賀字丸山 1,500吋 中原町教育委貝会 太出 中世山城跡関連の土塁・通路

上峰町 船石辺跡 FNI 三毀基郡上峰町大字堤地内 530rrf 上峰町教育委!4会 原 E!I 弥生時代の集落跡

II 船石南辺跡 FI M ＂ 270n1 上峰町教百委員会 II 弥生時代の集落跡・硲地

神埼町 利田柳辺跡8・9・10区 TDY 神埼郡神埼町大字竹地内 3,500nt 神埼町教百委貝会 桑原 弥生時代の渠落跡・墓地、 古坦時代 ，中世の集落跨

佐双西部地区 佐烈市 石土井辺跡l区 ISD 佐双市金立町大字薬師丸 3,200nt 佐賀市教育委只会 中野 弥生時代の集落跡、 平安時代の用水路？

野中迫跡I・ 21区 NNK 佐双市兵庫町大字若宮 850nt 佐賀市教育委只会 三 代 近世の集落跡

多久市 八ツ洞辺跡 YTM 多久市多久町八ツ溝 5,400nt 多久市教百委員会 岩氷 I縄文・弥生～古填・奈良時代の集落跡・迫物包含層
佐灯上場地区 店津市 管牟田荒谷辺跡 SMA 店注市甘牟田字荒谷 2,700rr/ 店津市教育委只会 内田 旧石器・縄文時代の辺物包含層

東山 1辺跡 HCYI 唐津市束山字縫城 350m 旧津市教育委且会 内田 旧石器・縄文時代の辺物包含陪

岸高II迫跡 KI D11 唐氾市半田字桜崎 2,ooorrr 居津市教百委貝会 京場 弥生時代・中世 ・近世の笙地

外原辺跡 SOB 店津市半田字桜崎 2,400面 居津市教百委貝会 1,X場 中世の炭窯、旧石器 ・縄文時代の迫物包含陪

-5~6 -



太良町教育委貝会 塩川町教肖委n会

九州農政局筑後川下流農業水利引r務所

九州店政局佐位,,,部農地防災!Ii業所

佐賀中部農林事務所

r..1栖農林弔務所

武雄股林事務所

鹿島股林事務所

伊万且農林'fl務所

f.!fi1tfH和ド務所

各市町村只林担当諜

地元各位

潤立指芍知野泰明 日本大学諄任講師

-7-

始野町教臼委員会



[I. 平成11年度文化財確認調査の概要

1. 佐賀寮部地区の調査

1

2

3

 

九千部山横断線

佐賀東郊地区

島栖地区

① 恵取111迫跡

② 船石 ・船石怜i迅跡

③ 和lll.l柳迫跡

図2 佐双東部地区潤査地位沼図 (1/50.000)
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(1)烏栖市

調査対象地区名 県党かんがい排水事業｝：，i栖北部地区綿 掛水機出建設

鯛査対象地所在地 島柄lliir.島町字西谷3256の742

調査対象面積 約0.2ha 

調査対象地区の立地 島栖1Jilf.f西部、 m川左J.,'lの襟硲約30mの丙状台地」：に立地する。
周辺の遺跡及び内容 ~i'H-1象区は/.\浪lの埋蔵文化財包蔵地である,t,:ri迅跡に含まれる。 本行迎蹄では今1uJ.V.W

対象地区の北50mの地点で平成3年度から平成5年9文にかけてI.場紐設に伴い発掘潤社が火施され、弥生時代か

ら古1.n時代にかけての集浴跡・煤地が確認されたほか、 II 点にのぼる弥生時代のi'i銅器鋳•riゃ i)•Jぶ形銅）(, ・小

銅111・ 鋤先などの,'l鉗焚品が出」：しており、鋳造関係辺構は確認されていないものの..c濯iili安永Ill辺跡と並ん
で弥生時代における＇り該地の活発な i'l鋼甜生光を物諮る迫跡として苔名である。また、西側一帯の丘陵I:には`

古収時代後期の群巣l{tが散(F.して分布する。

調査方法及び内容 潤代対象地1刈内にぬ1~8の8箇I所のトレンチを設定し、パックフォー及び作業nにより掘
削を行った。このうち、 三つのトレンチから小穴を:ti・9個確認したが．その残存状況は良好でなく、 /,II辺部への

面的な14がりは認められなかった。小穴からのUけ迫物はなく、これらの小穴が何らかの迫構に伴うものかどう

かは不明である。 なお、耕f1i_J:1) 1から弥生i::§1及び須息~)ヤが出上した。

所 見 潤代の結果、対象地区の現況は米樹閑に利川されており、それに伴う辺成、及び根による段品を多く

殷っていた。今Julの胡代では確実な逍構は確認されなかったが、本行迫跡の4濯t査火施地区に近接するほか、地

形的にも辺跡の立地に適した部分にあたり、周辺部における開発行(.~については引き続き注なを災する地区であ

る。

(2)中原町

調査対象地区名 広域基幹林辺）L干部TIT横断線

調査対象地所在地 三没胡111111,,wnr大字！屈古買字丸山

調査対象面積 0.8h a 

調査対象地区の立地 行銀tit系の屈収litの,,,腹、消北に伸びる尾根上及び尾根の1111の狭い谷部にあたり現況は

山林である。

周辺の遺跡及び内容 調仕対象区の北々束約400mの地点では平成11年度に),;]'JI業に伴い発掘渕代が火施され

ぽ取11ぼi跡IllIi・IVli)、巾世ti!城である府取山城に関連すると思われる通路・ 1:星 ・焼土壕等が確認されてい

る。既取山城は屈l収1L11ltffi(403.5mlを中心とした戦lhJ期の1J1城であり、 Tti上部に複数のtlll綸と思われる迅成

面や尾根を断ちり）った三if!の堀り］が見られるほか、潤査対象lヌ付近からTl'U.部にかけてのJI!根筋にも・I:壌 ・ll1i切

などが残っている。城全体の規桟・築城時期などはイ澗1であるが、出山城 ・臥牛城・ l':ll兌山城 ・少弐llt城と共に、

綾部氏・少弐氏の居城として仏設の綾部城 （絞部、I.,城）を形作っていたものと推定されている。

また、 平成10年度にq,原町教行委は会によって発掘汎社が火施された閥取iJI迫跡 I区では8-9世紀にかけて

のl線 ・焼I・.堀 ・通路状辺構及び人規模な造成面が確認されているが、襟/,'.5220m以上のm所における当該JgJの
辺構としては稀Hな例とJえる。その性格としては祭祀あるいは炸火関連が想定されるものの今のところ和りlで

あるが、従米発掘閥査が行われなかったtltllll地での潤査成米がWtえつつあり興味深い。

詞査方法及び内容 汎代は林辺ぶ線のほか、土羽・切t部分を対象に行った。地形的には北からlliに挟く伸びる

二つの凡根に挟まれた谷部に14ぶ尾根のうち、この谷部の西側に位沼する尾根上についてt4本、また尾根か
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ら谷部への斜面部分に3本の計31本の トレンチを投定し、人力により掘削を行った。周辺部は平坦地の少ない比

較的怠峻な斜面が多く、調究対象地の範囲は襟裔225~245mの範囲に含まれる。調査前の地形観寮では.I.:塁等

の人工地形の存在は全く窺い知れなかったが、尾根J:に設定したぬ18~20・29~3Iトレンチで尾根筋に沿っ

て南北方向に伸びる通路状0)掘り込みが確認された。また、谷部への斜面上に設けたぬ6トレンチでは平安時代

前期頃の多i思器坪身が1点出土している。

所 見尾根上で確認された通路状の遺構については、近接してl:塁 ・曲輪等の追構が見られないことからそ

の性格についてはll/1らかにし難いが、この尾根筋を登つて行くと200m程で虞取山城の土異に達するため、既取

山城に1関連する迫構である可能性が考えられる。また、ぬ6トレンチで出土した須恵器牙封の存在は、周辺部に

も鷹収山追l'fI区と同様に古代の辺跡が存在している可能性が想定されるが、そのほかのトレンチでは 1区で確

認されたような平坦面造成やJ:ll'&類が散在するような状況は窺えず、今回の調査対象区内ではその付在について

明らかにできなかった。

(2)東脊振村

調査対象地区名

調査対象地所在地

調査対象面積

~,\8かんがい排水事栗佐n東部地区

神）奇1111束粁版村大字三津字西前田

延疑200m (4 00 nt) 

調査対象地区の立地 脊板山地の1ti麓捐部に形成されている三律段丘上にあたり、西光寺川と芍師川に挟まれた

段丘先茄部付近の探/,".i24~25m付近に立地する。曲査対象地の規況は雨北に走るアスファルト敷きのc:i辺であ

り、悶辺両側は水田、水田と悶追との比裔差は約0.5~2.0mである。

周辺の遺舒及び内容 周辺部は昭和55年度の民1岱ほ場整備事業に伴い約2,400m'を対象に発掘潤社が火施され、

弥生時代中期初頭～弥生時代後期終末の集箔 ・頂笙及び古in時代後期の染落が確認されている［西前田A迫跡

（久保 ・岩永 1981)]。西liillIIA辺跡では竪穴住居跡25軒．掘立柱建物跡19棟以」こ・溝跡15条のほか、土損・

甕棺墓が検出されているが、竪穴住届跡・揖立柱建物跡の多くが弥生時代に属するものと推定されている。また、

西光寺川を挟んだ対/.j!の段丘」こ、潤．在対象区の東200mの地点では昭和56年度に宅地辺成に伴って発掘潤査が

実施され．甕棺;~ 1 40騒• 土塙硲5基 ·G棺蘇2基からなる弥生時代前期禾～中期前半の秘地が検出されている

［西前1118辺跡 （久保 1982)]。戊査対象地である悶辺は以営ほ場整備の際、保存部分として盛1浦．施工を行った

部分であり、このうち潤査対象地中ほどの延長約40mについては西前田A遺跡の本調究の際、発掘調在を実施

している．

調査方法及び内容 施工内容は県迅fl栖./II久保線から[fjに伸びる農迅の延長260mの区間に径70anの打水行

を埋設するもので、 l足逍」こ面での開削輻は約2.0~2.5mである。潤在対象区については平成10年度に確認潤査

を実施しており、 9俯所の試柑Wlより住居跡の匹土と思われる辺物包含府や中世以関の溝などが検出されている。

平成II年度の施工に先立ってエ[Jf"S/.会潤査を実施したところ、 1:¼1側の農氾交差部分から約70m付近で上壕 · 小

穴等の辺構が確認された。よって、掘り下げを遺構検出面までに留めつつ、追構の範囲を確認するため北側へ拡

張していったところ、約50mの範囲に裔い密度で迫構の広がりが確認された。本煤逍が生活辺路として＂常的

に｛史用されていることもあり艮1011111の通行規制に支愁があるbのと予想され、只林担当部屈と協議の結果、一沿

開削を止め、検出された迫構について記録保存の措1i'lをとった。迫構検出面はアスファルト面から深さ約I.Om

で、この深さでの潤査区の幅は約1.5mとかなり狭いものであるため、検出された辺構についても邪分的な確認

に終始したがそれでも竪穴住居跡9軒分・土壌15基のほか多数の小穴が見られた。竪穴住居跡は先述のとおり．
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隈体を部分的に確認しただけであるが、直角に折れる隅角の存在からいずれも平面貶方形あるいは方形のプラン

を持つものと思われる。土塙には平面が整った方形や隅丸方形を呈し、住居跡に比ぺて深いものが多く見られ、

束測に隣接する西liilEUA遺跡の調査で確認されたような裔床g庫などの掘立柱建物に伴う柱穴掘り方と推定され

る。出土辺物は弥生:1：器片が9割以上を占め、 6~7世紀代の須思器片が若干凩見られるほか、石包Tの破片1点

が出土している。また、弥生：I: 器の内容は9割以上が中期前半～中頃に含まれ、そのほか,,,,期初頭・中期後半の

ものが少鼠見られる。

辺構の残存状懇はかなり悪く｀竪穴住居についてはlj!面が5~10cmほど残るのみであったはか、ほ場整偏調．究

地区の遺構と連続するものも明らかにできなかった。このことについては、特に本潤在区がほ場整備の際、いく

らか削平を受けていると考えられるほか、ほ場整備製在地区との間にはなお約I.Smの米閾査部分を含んでいる

ことにも起因するであろう。

さらにこの区間より北側についても迫構が仔在する可能性が予測されたため、り栖 ・川久保椋との合流地点固

西側にある民家の手前までの約150mについて、 tl迅の掘り下げに伴い立会調査を行ったところ｀遺構の密度が

怠激9こ薄くなる区間が約95m続いた後｀糾約!Omの範囲で黒褐色土からなる迅物包含附の広がり (SD097) 

を検出した。この遺物包含削の上面では弥生土鼎片が多く見られたが、掘り下げるに従ってさらにその!i.tは増し、
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完形品も数点含まれていた。迫構の埋土は底面まで1祠ーの黒褐色土が堆積しているが、弥生：I:器片は上附からド

A~ の各h'1位からまんぺんなくtU:1:しており、前述のとおり完形品や大きめの破片が多且に見られることから、「1

然堆梢の過程で：1:.:§lを投梨していったものと推定される．掘り下げの当初は溝状迫構との予測を行っていたもの

の、幅Smに対して深さが汲く (0.9ml 、追構の1¼l北の狽面が底面より一定の傾斜で籾やかに立ち上がっていくこと、

また迫構の怜i北の上瑞が、 1紺隕では怜i束から北西方向に伸ぴるのに対し、北側の上端は北東から南東方向に続き、

平面形としては潤代区外のすぐ西側付近で収束してしまう様相を示すこと を考え合わせると、 上塙状の辺構とも

想定できる。いずれにしても、確認された範囲内では明らかにし難く、両者の可能性を指摘するに留めたい。

SD097からはコンテナ5箱分の多litの弥生土鼎が出土したが、土器に見られる）f烈悠的な時期的は小さく、主に

弥生時代•I•期•I•~を中心とし、他に中期前半・後半のものを少鼠含んでいる。削位の上では堆机土のh'1位のJ:j,1.

から最下位までまんぺんなく中IOI中頃のものが出上しており、SD097埋土に掘り込まれるSK099から1HI: した

弥生上閤も,,,員1中頃のものであることを考え合わせると、当該期の比較的短期間のうちに埋没してしまったもの

と考えられる。なお、参考として悩5・6にS0097出土土器の一部を図示している。1~11は褒、このうち7は埋

葬専JI!の,,,型岱 12~15は広n壺、16~18は鉢、 19は/,',i杯、 20は器台である。遺物の取り上げは概ね深さ20⑳

紺にJ:僧 ・中削・下A'!とし、特に迅構床而に近い位沢では段下附として取り上げている。出土屑位は6・8・11が

.lK'l、4・7・9・ 13~15・17が,1・1荊、 3・JO・ 12・18がード屈 I・2・16・19がrd下府からの出土である。これ

らの内、 6が弥生時代中期前半、 5・7が中期後半に位：rl付けられるほかはいずれも中JOI中頃に含まれる。

S D097のさらに北絹にはIll!灰褐色砂釘土が堆栢するSD098が潤査区内北端まで続くが、埋土の堆積状況か

ら辺構ではなく地形的な落ち込みと考えられ、若干Rの奈良時代の須恵器 ・鎌釘時代の行磁の小片が出土してい

る．特に川久保綜との交差点南西側の民家東側について掘削に伴い立会調査を実施したところ、暗灰褐色粘・I:が

厚く 堆阻しているのが確認されており｀銅査区内北側よりこの付近にかけては西光寺川のIA流蹄が周り込んでい

たものと推定される。先述のSD097は楳落の中心から地形的に北側に下って行くまさに眉部付近に位•'l してお

り、仮に集沼を取り巻く溝と考えればその性格についてより埋解しやすいと酋えよ う。

所 見 今回の調査では竪穴住居跡・貼立柱建物跡 ・土壕・ 小穴など、ほ場整備に伴う潤査成果に加え．溝跡

の可能性を持つ迅構が新たに確認された。西前田A迫跨は弥生時代中期～後期にかけての集落跡であり、その規

楳 ・継続性を鑑みれば環濠の存在も十分想定され、 SD097の性格がff.目されるところである。SD097付近の

束西潤査I&外はほ場整偏段階で保fi• された区域であることから追構が残存している可能性が益く、隣接地におけ

る今後の関究に期待したい。

2. 佐賀西部地区の調査

(1)佐賀市

讀査対象地区名 県営ほ場整傭事業金立東部地区

調査対象地所在地 佐買市金Ji.町大字薬師丸字I~田660-1番地ほか

講査対象面積 I Oh a 

謂西対象地区の立地 調査対象地は佐灯市北部に位凶し、巨勢川中流域の東岸に相当する。ff搬I.Lt地IW麓の洪禎

台地へと続く低位段丘上に立地し、現況は水田及び畑地、標甜4~5mである。

周辺の遺跡及び内容 周辺の辺跡としては調査対象地の西側、 臣勢HI西側には東名辺跡、北東側には下和泉一本

椎迫跡、周辺の追跡としては潤査対象地の西慨、 巨勢JII洒憫には東名遺跡、北東側には下和泉本椎辺跡、北東に
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1 金立東部地区
2 兵Jll(北部地区

図7 佐f1洒部地区閾査地位凶図 (1/50,000)

3 佐ri北部2期地区 ① 石上井迫跡
② 野,,濁跡11を
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は下和泉一本椎辺跡、北西には村徳永辺跡が存在する。東名追跡では縄文時代Jjl期の集石辺構 ・埋葬人ft、平安

時代の用水路などが、下和泉一本椎遺跡では弥生時代巾JOI後半・古Jtl時代前期～中期の集浴など、村徳永迅跡で

は弥生時代後期後半の大規校な集硲、中世の方）I短区両溝等が検出されている。

また近接する遺跡としては滴西250m付近に縄文時代晩期～弥生時代前JOI初頭の迫物包含州が確認された薬師

森辺跡があるほか、平成10・11年度には同事業に伴い上九郎・石土片追跡の発揖謂代が実施され、 J.:九郎遣跡

では弥生時代及び,,,世の集落跡を、石土井迫跡では弥生時代の巣落跡、平安時代の溝などが確認されており、迫

跡の密腹が極めてJ6い地区である。

調査方法及び内容 閥査対象地のうち、工事によって影響を受ける水路及び切り土部分（高畑）についてト レン

チA l ~A46、 81~52を設定した。 各トレンチで辺構 ・ 迫物のH無を確認した後、上屈略図• 平面略図を作成、

写J'!!lil彩等の記録保存を実施した後に埋め戻しを行った。 トレンチAl~A4・A7・Al2・Al7・Al8・A

29·A33~A44·A47~A50·AS~、 86·88·89 · 820·824~830·B34·B36·B37·839·

840・843・845で迫構を検出した。追構の密度は比較的益く、その内容は土隕 ・溝・小穴などで、出土辺物

としては弥生土器 ・土師器片・須恵困片・瓦岱片・廿磁片 ・白磁片が出土した。

所 見 潤査対象地で約93,000ntの迫構の広がりを確認した。遠構の広がりの西側・北側では弥生時代の追

構、雨側では平安時代～中世の迫構が主体であると与えられる．

調査対象地区名 1,! 営ほ場整偏事菜 兵庫北部地区

困営幹綿水路徳永線

講査対象地所在地 佐賀市兵郎LLF大字若宮字野中

調査対象面積 24.1 ha (うち徳永線延長240ml

調査対象地区の立地 潤査対象地は佐代市北部に位訊し、 巨勢川中流域の東岸に相当する。金立東部地区の位!i'l

する低位段丘からillに広がる沖訊低地I:に位沢し、現況は水田、擦窃約4mである。調餃対象地区内に傍示・立

野・野中の集落が含まれる。

周辺の遺跡及び内容 周辺の迫跡としては調究対象地の酉側、 巨努）II西閲の東淵の巣落付近には淵川城跡 ・淵辺

跡など中世の遺跡が、また調査区1紺開、野中の集落より南側には野"'迫跡が分布するが、北側及び東側の隣接地

区では追筋は確認されていない。

調査方法及び内容施工内容は水路・農道の新設等による区画整理であり、面工事については切り土が行われな

いことから、掘削部分となる水路部分についてのみ確認潤査を実施した。また、施工地区の中央付近に国営l!I業

である幹綿水路徳水線が計両されており、 当該地についても岡時に潤査を行った。

調在はバックフォーを用いて行い、対象地にぬ1~85の計85本の トレンチを設定した。ほとんどのトレンチで

耕作土 ・床土を除去した時点でW.Ji.色の粘土の肛い堆積が見られた。確認された追構はIDクリーク (No.40)とこ

れに伴うと思われる溝が一部確認された（ぬ54)のみで、集落等に伴うと思われる明確な追構は確認されなかっ

た。また、出七迫物についてはぬ2トレンチ耕作土より掏器、ぬ11・20トレンチより土師器・染{・!、 No.40トレン

チより染（ヽ Jが見られたが、いずれも耕作土・床土からの出土であり、小片 ・細片である。なお、傍示の集蕗に近

い部分の一箇所のみ（ぬ20)で灰褐色シルトからなる安定した基盤悧を確認しており、追構は確認されていない

bのの、現況集落付近には迅跨が付在する可能性が益い。また、立野集落の北 ・西・東側の隣接地については確

認を行った範囲では安定した甚盤府は確認されておらず、迅跡の存在についての手がかりは円られなかった。
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所 見潤，究対象地内では辺構の存在は確認されなかったが、西011の傍示、あるいは南側の野中集落付近に,,,,

世以降の辺跡が存在している可能性が推定される．

(2)富士町

調査対象地区名 広域貨只団地只辺佐賀北部2期地区

謂査対象地所在地 佐烈郡r,r士町大字栗gu字2028-1番地ほか
調査対象面積 0.2 ha 

講査対象地区の立地 栗並川の支流によってIJりかれた谷間の平地にあたり、傑甜390m程の南に開けた集落内棚

fllである。

周辺の遺筍及び内容 近接する迫跡はないが、栗並川を下った馬均集落周辺には縄文時代の散布地である九郎辺

跡が所在しており、平成7年にはIii!迎取り付け辺路建設に伴い発掘潤在が実施され、縄文時代前期（轟B式IJHす）

の集石追構・迫物包含A'iが確認されている。

講査方法及び内容 広域屈道建設によって影響を受ける範囲のうち、辺跡のイ示在の可能性が考えられる丘陵穀斜

面について2mX2mの規校のトレンチ3箇所を設定した。掘り下げは人力によって行い、 No.Iトレンチでは113水

川上に盛られた辺成土を／＇ ―/.さ0.7m程度確比し、その下府で灰色粘性:I:.からなる碁盤約を検出した.No.2トレン

チでは床土下よりすぐに風化花協岩の店盤府が現れ、小穴• 土域を検出したが、埋土は床土と同臼であり、水m
辺成時の辺構と推定される。ぬ3トレンチではNo.Iトレンチと同様、水m造成土を印さ0.5m確認し、旧水田下は
二次堆祖による礫州であった。出土追物はNo.Iトレンチの下府水Ill耕作土より胄磁片、ぬ2トレンチの小穴埋土

から磨耗した土師器片、 No.3トレンチ下附水田の耕作土よりはし闘石、 J粒上より黒曜石・淘器片・染付｝ヤが出J::し

ている．

所 見 No.2トレンチから水川追成時と思われる遺構が検出されたはかは明確な遺構は確認されておらず、迫

跡が存在している可能性は少ないと考えられる。しかし、出土辺物中には黙曜石のほか陶磁器片等がみられ、 ltd

辺邪に縄文・''"'世～近世の迫跡が存在する可能性が麻いと思われ、引き続さ周辺部への開発には注意を要すると

思われる。

3. 佐賀南部地区の調査

(1)武雄市

調査対象地区名 a林漁栗用揮発油税財源身替只道武雄北部2期地区

調査対象地所在地 武雄市武内町大字真手野字内田24533-1、24535-1、24538-2ほか

調査対象面積 I.Oh a 

調査対象地区の立地 竹古場山 (303.lm)の南麓、東西に流れる小規模な河川によって形成された狭い谷部に

面した丘陵裾部（探1:,1約100mlに位li'Iする。

周辺の遺蹄及び内容 竹古場11暉麓には谷部の平野と接する丘陵裾部に西から大谷窯跡（困史跡） ・古凩敷窯跡

・小峠窯跡（国史跡）など近世関磁器窯跡が分布している。それぞれの窯については武雄市教百委貝会により確

認調査が火施されており、大谷窯については17世紀後半｀古屋敷窯 ・小峠窯については17世紀前半に位ii'(付け

られている。いずれも寮体下部が比較的良好に迂存しているが、古屋敷・小峠窯については1目木1111付近に現況設

辺が走り、既に削平されて失われているものと推定される。

調査方法及び内容 エ11,は現況農道を拡糾し、さらに舗装工lドを行うものである。伐辺の拡輻はほとんどが谷側
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（南側）への盛J・.であるが、山側 （北側）についても部分的に切土及び法面成形を行う箇所があり、特に古H敷窯

については法面粘から2.5~3.0mの範囲を掘削する予定であった。古屋敷窯の確認潤究 トレンチでは1J:1辺の法面

柑部から約2mの付近まで焼成至が残存していることが確認されていたが、施工によって迫構に彩愕を及ばすかど

うか微妙なところであったため、比林担当部局と協議の結米、エlfl史施前に確認潤介を実施することとした。

調査は対象地にぬ1~40)四つのトレンチを設定し、バックフォー及び人力によって擬削を行った。その結果、

烹体を構成していたと思われる焼土が部分的に見られたほかは明確な迅構は見られず、窯体については既に失わ

れていることが明らかとなった。なお、出土迫物としてはNo.1~4トレンチで絵M津を含む阻）すがIJ.l;I:した。

所 見 古松敷烹については施工範囲内に迫構は残{i-しておらず、本潤府の必疫はないものと考えられる。ま

た、大谷窯跡については怜i束に広がる物原、小峠窯跡については焼成五相当部分が法面工！ドの対象となるが、い

ずれもより小規校の掘削に背まるため、 工事立会によって確認を行うこととしている。このほか、小峠窯跡付近

の供辺南側では河川のり］替エ11rが平成12年度に計画されており、辺構の存在する可能性は低いものの、陶磁器

片等が欣布していることが予想されるため、 工事施工前に確認調査を実施する予定である。

なお、確認調究の芙施については市内辺跡確認潤査代（国Jill補助!Jf菜）で対応しており、 潤丘結呆については

武雄iii教百委n会より県文化財課に提出された確認閾介結果報告内に枯づいている。
(2)鹿島市

調査対象地区名 広域貨塁団地農辺整偏事業多良岳2期地区

詞査対象地所在地 鹿島市浜町字皿山甲1066番地ほか

調査対象面積 0.5h a 

調査対象地区の立地 多良岳111系から北に細く幾筋も延びる狭い尾根のひとつ、新方の集落から登った緩やかな

尾恨の東測斜面で探M50m前後、現況は雑木林 ・竹林・畑地である。

周辺の遺笏及び内容 対象地は明治初頭から明治～大正年間に操菜された陶磁器照であり＂平成 4年度に）L州歯

磁文化館により確認潤査が実施され、窯体を5室以上確認しているが、窯1本全体の範囲、物原の範囲守はIUJらか

にされていない。

謂査方法及び内容 物原の範囲 • あるいは別の窯の打無を把艇するために、開発対象地区に28ケ所のトレンチ

を改定し、人力により掘削を行った。また、以前に迫構が確認された旧 トレンチを拡張し、辺構の範囲を確認し

た。その結呆、ぬ）0・ 13トレンチで物/f,(の堆積を確認、ぬ14~17トレンチで窯床面を検出した．またNo.12ト

レンチでは小穴数個を検出した。また、出土辺物として明治～大正年lfllの染付、窯逍具等を多数採集した。

所 見窯はトンバイ等がほとんど抜き収られているが、床面が良好に残っている。また、焼成室は3室以上

残存していると考えられる。開発計面では窯体の大半と物原の一部が対象地に含まれているが、此林部局と協謙

の結果、路線変災等による依(-j.措骰が困難なため、 flll発が及ぷ範囲につぃて｛が白戊ば年度以降に＊発掘潤代を

実施することとしている。

(3)有明刃

調査対象地区名 溜池改傾工事紺王溜池

調査対象地所在地 杵島／屈filY:I町大字深浦字平山

試査対象面積 0.4h a 

調査対象地区の立地杵島1J」系の白岩11!1340.3mlから白石平野に向かって束に細く伸びる丘陵沿部付近に位

Illする。この付近で丘陵尾根は南北に小さく 二つに分かれて伸びるが、囮査対象地はこの尾根に挟まれた狭い谷
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部に位沼しており、探碍約20m、施工対象である溜池はこの谷を堰き止めて造られた只菜用溜池である。

周辺の遺跡及び内容 聞査対象地の北側尾根上には潤王崎古収群 （娯史跡） ・瀧王峠古れ群が、南側尾根上には

冊王峠南古隕群が位収する。溜池全体は紺王峠占lJl群の周知内に含まれるほか、溜池堤の吐口側に位謂する屯王

の集落付近には縄文時代の散布地である竜王辺跡が存在する。

調査方法及び内容 11ll王溜池は、下流域の水田50haの灌漑用水を確保するために設けられ、室島土地改良区

により管理されている。現況の堤体の規模は、谷を塞ぐ形で酎北に約60mの長さがあり、窃さは約9m、甚底部

幅約28m、法ilt1は土羽であるが、堤体外側は下部に8~10段の石積みを行い、屈下部に吐口を設けている。取

水施設として堤体のはば中央に底樋を敷設し、炭体内側の法面に沿って斜樋を偏え付け、呑口部付近で底樋に連

結している。余水吐（野越）が堤体南端に造られ、淡Jj!は石届、底面も護tilと同様の大きめの石を使った石敷き

である。堤体外側法面に沿って下り、吐口前面近くで用水路と合流する構造になっている。溜池は一見したとこ

ろ強固なものに見えるが、堤体内法の侵食が激しいこと、余水吐の破出が若しいこと、底樋や斜樋も老朽化し接

合部からの漏水があることに加え、堤体法尻からの漏水も確認されたことから、このままの状感では堤体の崩壊

や洪水の危険性が麻く、下流域には人家が密染していることもあり、堤体及び底樋の改修が計画されるに至った。

ffli王溜池の築造時期は明らかでないが、堤体外側の石垣や余水吐の石垣構築の状況から見て、近世の所産の可能

性が邸いため、またこのような溜池の状況が掴めずにいたため、関査を行う方向でti林部)~と協謙した。ただし、

改修工,,,は稲作への影響や大雨をもたらす台風シーズンを避けるため、極めて工事期間が制約されることから、

i
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図14 有1川町 ：1ill王溜池現況医l
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恥休外軋IJイjl1i及びnJ:11近；；t (東カ・ら） 堤体11~謂イjl1i検:ll状況 （西から）
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図版 I i'!IH涌fl池J:lft状況
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潤査は底樋の状況確認や恥体の断面観察を中心に行うこととなった。工事の進捗状況に合わせ、堤体内側の底樋

呑口付近の潤査から始めたが、溜池内部の泥土及び堤体の流出土除去作業状況の途中、底樋北側に石垣が新たに

確認されたため、工事で影響の及ぶ範囲について石垣の検出を行った。石垣は割石を用い、堤体に沿って 12

m+a、7段以上積んでいる。天端から約I.Sm下の石積みラインが揃っており、石垣上部は継ぎ足したものと

考えられる。底樋はnさ約0.17mの切石を紺んで造っている。丑礎は、板を3枚並ぺ、途巾にほぞを切り横木で
繋ぎ止めている。その上に底板石を敷いているが、側壁の板石をきっちり組み合わせるため、両側は側壁の輻分

一段彫り込んでいる。側壁自体も、石と石の接合部は鈎状に迅り組み合わせている。蓋石は、側壁との接合部分

を凸状に彫り込んだものをのせている。蓋石の接合部や側壁の外限には二和土を詰め、目張りをしている。底樋

の内法は、幅・而さとも約0.3m(I尺）である。底樋は呑口部から約20.2mまでは板石を組み合わせた構造

（約16.8mから東は側墜の外側にさらに割石を凶いている）だが、それより東側は側壁及び益石に割石を用い、

底石はなく、紫掘りのままである。底樋の構造が違う付近には、堤体の中から石垣が確認（堤体内側石坦とほぽ

同様の石積み）されており、堤体を造り替えたことが窯われる。

所 見 今回の関査は、工事期1Illとの兼ね合いもあり十分な潤査ができなかったが、 JJi!体の改築や底樋構造を

明らかにできたことは、他の溜池の構造を考える上でも大きな成果と言える。龍王溜池の築辺時期については不

明であるが、用水の受益地である龍王崎の千拓地の内、沼王捐は古い段階のものであり、立永16年 (1639年）

の r鍋島勝茂覧書J(f多久家文l!I」佐閃限汽料果成第10巣）に硲王崎開所のことが苔かれていることや、石Jg

の石材や積み方なども江戸時代でも比較的早い段階の様相を示していることから、勝茂時代にはこの溜池が造ら

れ、その後の干拓地の刑加に111う用水確保のため、堤体の改修が行われたのではないかと考えられる。

4. 佐賀北部地区の鵡査

(1)伊万里市

謁査対象地区名 基盤整鑓促進事業煤屋地区

調査対象地所在地 伊万里iii波多津町大字煤屋字皆治ケnn
調査対象面積 0.2 ha 

調査対象地区の立地 当該地区はリアス式海iや地形が発述しており、対象地は岬状に海に突さ出した、 三つの丘

陵の尾根上にあたる。海岸部との間は斬壁となっており、涸面からの高さは約10~15m、現況は雑木林である。

周辺の遺跡及び遺跡 閾査対象地区に近接する遺跡はないが、周辺部では田ノ浦遺跡・ 向涵遺跡など、同様に岬

状に突出した丘陵先端部に縄文時代の散布地が多く見られる。

調査方法及び内容 関査対象地に対して、 lmX2m及び2mX2mのトレンチを7箇所設定し、人力により擬削

を行った。表土下はいずれも明貿褐色土の地山であり、迫柄・迫物共に確認されなかった。

所 見 確認潤査においては辺構・遺物共に確認されず、地形的にも尾根の幅が狭く 、比較的傾斜が急なこと

から潤査対象地区内に追跡の存在する可能性は低いと考えられる。

講査対象地区名 地すべり防止事業峰地区

講査対象地所在地 伊万坦iii山代町久原字馬洗川

調査対象面積 18.59h a 

調査対象地区の立地 伊万里湾の西側、長崎県との凩界にある国見岳 (495.9mlから東に派生する1祖根である

城山 {346.8m)の南傾に面した丘陵斜面にあたる。周辺邪はやや急峻な地形であるが当該地付近は斜面が一端
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閑16 佐四北部地区潤代地位閥図①

1 煤屈地1ヌ
2 峰地区
3 小木原線
4 浅井谷線

(1/100,000) 



匹17 佐沢北部地区潤fi.地位柑図②

5 ひれふり地区 6 今坂地区

緩やかになる蔀分で、開l,T,は約250m、現況は11!林となっている。

周辺の遺筍及び内容 潤在地点は楠殿凩敷跡として11a~1の埋蔵文化財包絨地となっている。 城111は松ill!党主源四

郎大夫直によって築かれたとされる飯盛城（山代城）跡であり、 1111輪 ・掘切亨が残付する。飯盛城の各曲綸には

「権現屈敷Jrシャアドン屈敷J「勘左エ門屋敷J等の評称が残っており｀［楠殿困敷Jについても飯盛城との何ら

かの1月述性が指摘でさるが、もとより伝水の域は出ない。

調査方法及び内容 lmX Im、lmX2m、2mX2mO)トレンチ28本を設定し、 予掘りにより掘削を行った．

トレンチの多くで表土下より基岱面である人頭大 ・拳大の礫が見られ、迫構は確認されなかった。出土迫物とし

ては黒耀石数点が検出された。

所 見地形的に"'世111城関連の追構のfi.f-Eが予想されたが、明確な迫構は確認されず、迫跡が（＃在する可能

性は低いものと考えられる。

調査対象地区名 ふるさと林道緊怠整偽事業 ,1ヽ木原線

調査対象地所在地 !Jt万!JJ.jJi二里町大坦字小水原

調査対象面積 0.2h a 

調査対象地区の立地 石器の原材料としての患耀石の殺地として知られる腰岳 (487.7mlの北北西隕山11!1.揉

高J90mの斜面上に立地する。潤介対象地は傾斜の緩やかな尾根J.:にあたり、現況は山林、俗に千代敷と呼ばれ

る平地状の穀斜面からやや北北洒に←ドった邪分にあたる．

周辺の遺跡及び内容 腰岳のII曜石は主に北西側の山麓に散乱しており、千代敷付近から頂上部に向かって立っ

た付近が現地表面で最も多く見られる。 調社地点より附約600mには立水元年に建立された曹洞糸の1公厳~i'蹄が
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ある。

調査方法及び内容 人力により 13本のトレンチを掘削した。このうちぬ5・トレンチでは旧表土摺下で熱曜石の

剥片 ・チッブが少凩：II土し、逍物包含荊が約40anの19-さで認められた。No.I0トレンチでは表土府下で黒曜石の

原石・剥片 ・チップ守が多6tに出土し、遺物包含府が約50anの臥さで認められた。またぬ6~9トレンチでも剥

片・チッブといった石器が涼石と共に多貝に出土した。なおぬ11トレンチから終点にかけては現況水田となっ

ている谷地形であり、湿地性の土壌から確認瀾査は実施できなかった。

所 見ぬ5・トレンチよりぬIIトレンチ付近にかけて黒曜石の剥片を中心とした縄文時代以前の遺物包含M

があるものと推定される。

なお、確認瀾査の実施については市内迫跡確認躙在fl(国血補助ボ業）で対応しており、躙在結果については

!Jr万m,fi教門委且会より県文化財諜に提出された確認調究結果報告古に駐づいている。
(2)相知町

翡査対象地区名 粋通林道開設浅井谷線

調豆対象地所在地 東松油郡相知町大字牟田部字浅井谷

詞査対象面積 0.8h a 

調査対象地区の立地 岸岳城が立地する岸岳（探福約313m)と、その東側に対峙する概裔222.9mのIll領との

澗の鞍部付近（探紅約100mlに位;r1し、微視的に見れば鞍部から東隕の山領に登って行く小さな尾根J:及びそ

の北側谷部にあたる。この鞍部には既に相知町久保から相知町坊中 ・北波多村芳谷へと抜ける林辺 （町辺久保坊

中線）が開設している。調在地点である尾根の西・南側は現況杉林の級斜面となっており、北東側は密柑畑とな

っている．

周辺の遺跡及び内容 ｝や岳の慨ね傑1,'6250mから頂上尾根全体は松ftll党主波多氏の居城である岸岳城が築かれて

いる。岸岳城は堀切．竪掘・連続するllll翰群などの戦国時代的な妻必を持ちつつも，りJ石による大規楼な石垣や

完成された虎口構迫など近世城郭的な変索も備えている点で、中近世城祁研究上重婆視されており、平成8年に

~;\指定史跡となっている。当該地付近には岸岳城に直接関連する追構は確認されていないが、迂城）レートのひと

つとして、この鞍部付近から西へ登る経路を想定できる。このほか、周辺部で追跡は確認されていない。

鯛査方法及び内容 施工内容は林道の新設で｀町辺久保坊中線線から分岐して丘陵尾恨を迂回しつつ北東側に伸

びて行くものであるe 確認潤査では町道との分岐地点の尾根上とその北側の谷部に合わせて7本のトレンチを設

定し、人力により批削を行った。このうち、谷部の平坦面に設けたぬlトレンチでは5つの小穴が検出され、掘

り下げを実施したところ、いずれの小穴の埋土巾からも石炭片が出土した。また尾根上の西側緩斜面」こに設定し

たぬ3トレンチでは表土と地illの間の黒褐色上（匝さ約San)中より弥生J.:沿0)甕・滋の底部）「が1点ずつ出七し

た．このぬ3トレンチについては平成12年度に拡限を行ったほか、東側に隣接してぬ7トレンチを設定して潤代

を実施したところ、ぬ3トレンチ拡張部分の同一屈巾より弥生土困の甕の小片］点とサヌカイ ト製スクレイパー1

点が検出されたが、ぬ3トレンチ・ぬ3トレンチ拡張部分・ぬ7トレンチのいずれでも表上下は僅かな間料を挟ん

で黄灰褐色：Kからなる地山であり迫構は確認されなかった。なお、図22に硝認潤社出-J・.迫物について図示して

いる。1~3は弥生土器、 I・3は甕、 2は壺の底部片で、 いずれも底部の厚みがあまりなく、底面は平底となる

点などより概ね後期前半の範闊に含まれると思われる。色潤はI・ 2が貨橙色、 3が橙褐色で，胎」；中に多!t.tに砂

粒を混入する。4はサヌカイト製のスクレイパーで縦艮剥Jヤの一側片に）ヤ面から刹離を加えて刃部を作り出した

もの。縄文時代のものと思われる。
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図22 浅井谷綜確認調究出土遺物

所 見ぬ1トレンチで確認された小穴群については、いずれも埋土中より石炭が確認されたことに加え、こ

の谷部を約20m登った地点には採掘坑の坑辺が開口している。当該地周辺では r浅井谷坑Jとして江戸時代後

期から明治にかけて採炭が行われており、これらの小穴についても時期は不明なものの、石炭採掘に伴う何らか

の施設と推定される。また、ぬ3トレンチでは弥生時代後期前半に位窟付けられる土器が出：I:しており、遺構に

ついては確認されなかったものの、 当該期にこういった山間部まで生活園が広がつていたことは興味深い．地形

的には傾斜の緩やかなJi根」こにあたり、尾根つたいに山中を移動して行くには歩きやすい場所と言え、その目的

としては採集あるいは祭祀的な行為によるものと想像される。

(3)浜玉町

講査対象地区名 臥営畑地{j!総合整備事業ひれふり地区

調査対象地所在地 東松浦郡鋲玉町大字横田、東山m
調査対象面積 21.6 h a 

講査対象地区の立地 鏡111{楳応283.7m)と横田Illの間に広がる丘陵地帯で、大小の尾根・谷部が連続する起

伏に窟んだ地形をなし、現況は蜜柑団及び山林、 谷部の多くに水I.LIが作られている。丘陵部の東西方向に襟荘

100m前後を最碍位とする尾根が紐くが、丘陵部の背面には束側から回り込んで横田川が流れ、現在山田の集落

が位i~tする盆地状の狭い平野が形作られている。

周辺の遺跡及び内容 丘陵部のうち、海側に面して伸びる尾根上には国指定史跡の横田ード占切をはじめ、大岩古

坦群などの古墳群が知られており、丘陵部の北に面する横m川の扇状地上には吉田遺蹄 ・西谷迫跡などの弥生 ・
古坦時代の遠物散布地が見られる。一方、丘陵部の中央付近より函側では遺跡の存在は知られていなかったが、

近年、西九州自動!ll道建設に伴って、袈裟丸城跡の躙査が行われたほか、新たに古代の製鉄関連遺跡である岩根

遺跡が発見されるなど、埋蔵文化財の状況についても明らかにされつつある。

調董方法及び内容 開発対象地全体については、以前に県文化財課・ 浜玉町教育委仕会で踏査を実施しており、

旧地形の遺存度等を鑑みて、確認調査が必淡な地区として3ヶ所が挙げられている。

このうち、 A地区とされているものは対象地南寄りの南北に伸びる狭い丘陵尾根上（襟麻90~95m)で、尾

恨端部側となるffi側は運動公M造成により 15m以上切り下げられている。この切り下げによる法面には、尾根
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A地lメ：f i屯;',1111状況

)、. ,, . 
ぷJu矛l',.;. , ·••,r>・

•j 

B地lべ竪穴式{i'-i(検Ill状ill.

C地Ii<小1J.1IU古1(1(西から）
ひれふり地Ii確認闘代状況

ffi部よりやや火にドったt,'I?,沿82m付近に竪穴式ィi室の一部が如llしている。{j屯は小咽のもので,M北を 1潰Iiと

しており• I州側の小'1,f.分が一部伽,n,1により火われているが、そのほかの沿分については天JI:ィit,含めて比較的
良好に.ii'.l(i-している。1(1li:1こついては現況では乱認できないが、イi'-¥.1•1近で尾糾斜1fiiが-?'II'傾斜を級めてテラス

状になっており、低い盛.I:を持っているbのと推定される。この，'iJl'l以外にも古in等の追構が(t-/1;することがf

想されたため、 )6恨上を中心に人力によって 1、レンチNo.1~5を設定して潟ftを実施したが、ぬ11、レンチで阻n
時代の 1:r11漆}','が出」：した以外には辺構・辺物共に確認できなかった。このId.fl!I: につし・てはさらにバックフォ

ーにより;;J: を仰公して確認を行ったが、迅構は検Illされず.Id根 I:が密柑l如l迅成された際に失われたか、ある

いは占)ft!罪のIド心が、既に掘r,りを受けた16根の1対側にあったものと推出される。
B地区としたものは、 A地区のIi!根と紐やかな谷部をi火んで東側にl・l*-iするIr.陵16根（椋1:s95mlで、北

西ー114束Iii;り に)6根筋がよる。 J-d恨筋は約80m程の長さで袂く細く伸び、北•'り、 ,till!側のそれぞれr.:/fi部を持

つが. 1 /i東側のIfi祁よりやや1M東に下った付近に1;i近による切り通しがより．このり／り通しのI対束IL~法1面にはイ；

棺IJ,しが滋Iii している。 fih'iはIii根と同一方i•Jt.:J:暢を持ち、全'"'のほぼ2/3を失っているが、残っている石U

:ii: から Ht定するとム式l1の椒?iを •J. て~[(ペた箱式ィi柑であると忠われる 。 ~fie.:ついてb辿(i-しているが、益石

l:1f1Tまで地及面からIm近くあり.l!ln: 盛 1・.を(11ぅbのと考えられる。このほか、 Id根tに3つのトレンチを投

・ぷしてパックフォーにて掘削を1iったところ、 Id恨の北西側斜面との変化点に，設けたNo.Iトレンチより木盗掘の

竪穴式ィi屯IJ,~ を.IB根m部に設けたl/o.2・31・レンチで；い屈fら［かと息われる掘り込みをそれぞれ船Iiした。
C地I><はB地区から束へ約370m離れた地点であり、tり）L州i'I動山辺建設に,rい発伽I,関代が火施された府恨辺
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跡から北へ約300mの距離にある。 C地区の位~•tする/d根は周辺部でklも屈所となる尾根のひとつであり｀凪益

所の椋硲は約!Olm.北側には横Ill川の扇状地を雑に、辿＜虹の松/Ji(を屯む。当該地では現況で径30m強の砧

まりが見られ、 1J1部が平JHとなる哉頭f'I錐状の地形から大型ドIll'!であることが予想された．ょって性格をIUJらか

にするため、トレンチを設出し人力により確認洟gを火施したところ、頂部に設定したトレンチより、地必面iの

約Im~から竪穴式イ1室の天）H:, を検出し、未盗掘の,f;J.Clであることが明らかとなった。また1(1形についても一

部蜜り1のJl(j悧に伴い改変がなされている以外ははば良好に追（みしており、 in裾と想定される箇所に設定したトレ

ンチで確認した範Uりでは、 PJl.ctであると考えられる.,jら＇；収については平成 12年度にl,Jlll杉.fi屯構辺を明ら

かとするため、 トレンチ．悶代・ lfll'i:測R濶査・ 周辺地形演hし潤代等を•,I さ紐き火施しており、 1([径が約32mで

あること、竪穴式石立がk.Jt-石の良軸で約2.8mとやや小咆のものであること竪穴式石室と並行してfi棺経の

1.i.と思われる玄武府の一枚石が確認され、複数の主体郡を持つ可能性があることなど、新たな潤J'l'結果が1'.lられ

ている。よって本古1nの湛11"1:結火については平成13年腹刊行の報Mりの中でまとめて詳細に述ぺたい。

所 見 A地伍では竪穴式fi室を作う占J(IJJ;~、 B 地区では伯i-tll経を /1!ぅ1湛ll括、竪穴式石室l駐のほか. I. 

塙硲状の掘り込みを確認した。l.'fil!周辺地域では1.!liltili追頭辺跡のように、 in丘を明確に持たずに竪穴式什*-.

竪穴系横1こl式fi*.・行棺経守が密集して分{ffする状況が見られ、特にB地区ではは根上が比較的良好にIll状を切

めていることがf想されるため、ほかにも埋葬迅構が残存している可能性が邸いと考えられる。なおC地区で新

たに確認された占旧については、未周知古旧であったため、新たに名称を「小!Lill」,!ill't」とした。“径30mを

越えるl!tli:規校は、古in時代前期においては東松澗地域のみならず肥前地域全体でも卓越したものと言え、 国指

定史跡の谷口占J(I・横Ill下古inとヽ也んで当該地域のawnの一つと考えられる。今後は保（＃の可能性について股
林担"i部局と潤整を図っていく必要がある．

調査対象地区名 店業生粒体制強化総合推進対策事菜今坂地区

調査対象地所在地 火松浦1祁沃t町大字平If,!字JJ;(m

講査対象面楢 100h a 

調査対象地区の立地 浜」i町内の東Ii. .Li島川の支流である小Ill川の中流域にあたる。u振111系に属する1/ilh
（襟硲759.8mlから北西に派'tする襟科約170~220mの丘陵11!根 tであり、，関査対象地の北端を東から,,りへ

小/11/11から分流する今坂川が流れ、籾斜面状のId恨J.:から今坂/IIへ1,;1かっては谷状に念．峻な斜面となって沿ち込

む。現況はほぱ全而がlfi-111園となっている．

周辺の遺跨及び内容 近接する迫跡は明らかとなっておらず、周知の迫勝へは約1畑以上の距離（中迫迫跡）を

隔てている。

調査方法及び内容 糾究対象地に対して l.5mX4.5mの規校を嬰準として63ヶ所に l、レンチを設足し、パック

フォーにより批削を行った。いずれのトレンチでも迅構は確認されず、 No.63トレンチでIIHIII面を検Illした以外

はtJI作t:・ドは整地柑あるいは赤褐色粘f'tI: からなる地111であり、密柑附辺成の際、大さく改変を受けていること

が明らかとなった。また、Ill」．．迫物については、 008トレンチからは序滅の"l'iしい I:器）;・2点・須恵器）;・1点、 No.

14トレンチからは上器1ヤ数点、ぬ19トレンチから土器）ヤ3点 ・磁困片2点.oo.20 I、レンチから陶器片1点、 No.

26トレンチから I:協）',・2点、 No.46・47トレンチで凶甜）ヤ数などの俎物が出上したが、いずれも耕作」：・整地AVi

,1, である。

所 見 閥m、1象地内では迫構及びg然堆積附は確認されず、蜜柑園辺1戊守により大規模な地形改変を受けた
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図24 浜玉町 ：今坂地区トレンチ配買図
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ため.IB地形が著しく失われていることが明らかとなった。しかし、トレンチ数梱所で土器片・須恵器片・陶磁

器片が若千H出土しており、本来的には何らかの辺跡が存在していた可能性が考えられる。

5. 佐賀上場地区の調董

(1)唐津市

講査対象地区名 巾1l11lll地域鯰合整備事業｝廿浮東部地Ii((鶏ノ尾地区）

詞査対象地所在地 店津市半Ill字鶏ノItほか

講査対象面積 0.52 ha 

調査対象地区の立地店祁市東部の鏡山（標r.i283.7m)から南西に延びて松浦川により形成された平野部を臨

む丘陵の湖部に位閥する。開発対象地は起伏の大きな丘陵部一帯であり、最裔位の標裔は約57m、平野部との

境付近の楳nは約20mである。対象地．となるIi:陵は南北に裔所が分かれ、両者の間には丙側から谷が入り込ん
でいる。このIi:陵の南側もしくは西側を迂回するように古代官道の路線が推定されている。

局辺の遺跡及び内容 対象地の西南側、松浦川の右岸に広がる平野部はその三方を11.1に11.l1まれているが、その裾

部付近のほば全域に遺跡が立地しており、 fJftf暉域の中でも辺跡の密集度が硲い地域のひとつと言える。対象地

周辺である鋭山南麓を見れば、対象地の南東部に袋山尻支石型群、西側には甕棺窮群が確認された堂の前遺跡、

掘立柱建物跡32棟が確認された井ゲタ遺跡などが位凶している。

携査方法及び内容 対象地区内のうち、酎側の丘陵尾根上及び雨北の丘陵間の谷部について、人力及び掘削機に

よりNo.I~42のトレンチを設定し闘査を行った。このうち、ぬ7トレンチでは近世廷の基壌、沿10トレンチでは

土師器片が多只に出土、 No.12トレンチでは小穴l、ぬ13トレンチでは鉄滓が数点、ぬ23トレンチでは古l!tの盛

上らしき土庖を確認、ぬ27トレンチでは涵方からの流れ込みと思われる土師器・須思器片が十数点出土、No.33

トレンチでは東播系の須懸盆・土器が出土、 No.40トレンチでは造成如hより磁器2点が出土、 :b.41トレンチで

は谷部への自然堆積上である砂屑より磁器片が1点出土、 No.42トレンチでは同じく自然堆槙土より土師器数点が

出土している。また、現況で古瑣と思われる地形的な麻まりが，不明確なものも含めて6ヶ所で認められており、

いずれも平野邪を見下ろす尾根上に占地しているほか、近世笙が南北の尾根上でそれぞれlヶ所確認されている。

所 見 確認潤査では丘陵尾根上で古れ・近世恐が確認されたほか、鉄滓が出土していることから、製鉄関述

の遵筋が存在している可能性が推定される。また前述のようにti瑣時代の,m担Ii周辺部では、全く墳丘を持たず
に竪穴系横□式石室・竪穴式石至 ・石棺磋が密集する分布状況が見られ、 当該地についても現況で視認できる古

れ以外にも遺椙が存在していることが予想される。

講査対象地区名 農林漁業用揮発油税財況身苔閃道半＂宇木 2期地区

関査対象地所在地 唐tltHi字木字大谷及び東山田地内

講査対象面積 延長300m

講査対象地区の立地 店津市束邪、東宇＊地区の南側に位消し、相知町との町市没に位沼する三方山（傑碍

505.2m)から北に派生する尾根（襟窃約200mlの滴側緩斜面上（標窃約150~170m)に立地する。対象地

区の現況は水田及び蜜柑園により段造成が行われ、旧地形はかなり改変されている。

周辺の遺跡及び内容 対象地区は山問部にあたり、近接するhり知の坤蔵文化財包蔵地はないが、丘陵の束西を北

涵する半出川・宇木Ill流域には弥生・古れ時代の迅跡が数多く見られる。

-43 -



-44 -

.. I> 負

図25 佐tn場地Ii調代地位ii'l l~

上図 (1/100,000)

!ti叫 (I/50.000) 

玄海支線24r;、1；i迅

2 赤坂地I!(

3 珀の尾地区

4 •jそ水 'l~H-1 2 l~J地区

① ,1牟Ill荒谷辺跡

② 東111I辺跡

③ /.j!/,",¥(1追跡

④ 外lh頃l跡



A
 

b (I /2.500) 103m 

図26 店津市：閣の尾地区 トレンチ配凶図
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調査方法及び内容 対象地区に対して1.5mx 1.5mの規桟をJ,閲準としたトレンチを6,11:設定し、人力により掘削

を行った。このうちNo.Iトレンチでは必土下より f-1然堆禎討を確認し、地形的に大きな改変は被っていないこと

が予想されたが、氾構 ・追物は検Illされなかった。そのほかのトレンチでは-N.土下よりit!油府の風化I:壌からな

る駐盤削が確認され、辺椙・ 迫物についても検出されなかった。

所 見 IEI地形が籾斜iiiiと考えられるため迫跡の(j.{f.が—f想されたが、対象地はm地化に伴い大きく r111•1•を受

けていることがti1101し．今l叩1の潤代では辺跡の存在の打無についてはIV)らかにできなかった0

(2)玄海町

調査対象地区名 県営畑地術総合整偽事業上場IVIり 牟形地区（玄海支線24号1!お追l

調査対象地所在地 求松涌郡玄梅町大字年形791-1 ほか

調査対象面積 1,352m 

調査対象地区の立地 上場台地,,,央部付近にあたる襟硲約205~210m前後の起伏の籾やかな丘陵地布に位ii'{す

る。対象地の東l¥!I)には轟木甜．北西側にはか・形三枚涸と呼称される三つの洞池が並ぶ。現況は設道で、 111林及び

畑地となっている。

周辺の遺跡及び内容 糾代対象地はIll石困時代の辺物散布地である稗1:1-1II (三枚溜北東）迫蹄に含まれ、周辺部

では北隕にlllfi沿11,'il¥:~純文時代の稗fflI {三枚溜北） 辺跡， ~-Ill辺跡が、 また南丙側には縄文時代の牧の地 I I

辺跡などが隣接している。

謁直方法及び内容 ．悶丘対象地の2ヶ所に2mX2mのトレンチを設定し、人力により掘削を行った。ぬlトレ

ンチでは及J:である腐菜」．．のドに~7- さ約20cmの黄色砂灯粘釘土からなる 自然Mが、そのさらに下位には貨褐色

粘汀土からなるr:1然府がIf/.さ約18cmで見られたが、辺構 ・辺物は確認されなかった。ぬ2・3トレンチでは腐菜.. ,., 
上の下位よ り貨褐色粘n」：の l'l 然1r1を挟んで赤温石（玄武冶の風化土壌） からなる~/,_盤柑が兄られ、 Iヽi) じく迫
椙・.il'l物は確認されなかった。

所 只 対象地は植林により削‘ドを受け113地形が改変されており，辺物等も確認されていないため、迫跡の付

化については明らかにできなかった。

(3)肥前町

虞査対象地区名 ~.11-'1'畑地{jf総合整絹事業上湯UlJIii 赤坂地Ii<

講査対象地所在地 束松~Ill屈肥llif町）ぐド赤坂字太111310背地 1 ほか

調査対象面積 11,935m 

調査対象地区の立地 k場台地 l:、北波多村 ・/廿渾Jiと接する部分に近い探1:.1約150~160mの西側にIll!いた谷

部の快い平地に位収し、現況は水Illである。

周辺の遺跡及び内容 対象地の周辺にはIU石器時代～縄文時代の巾浦切通迫跡 ・太Ill迫跡などがある。

調査方法及び内容 潤fi.対象地の7ヶ所に2mX2mのトレンチを設定し、人力により掘削を行った。いずれのト

レンチにおいても規況耕作I・.の下には以前のほ場幣偏による造成:l: が見られ、このうちぬ4・5トレンチではそ

の←ド位より駐盤析を確認したが、辺構・迫物は検Illされなかった。

所 見 対象地は以前のは場整伽により削平を受けIC!地形が改変されており、自然堆積附も確認できない状況

で亀辺跡の({-{Eについては1り1らかにできなかった。

社）岩永政l¥¥l・ 久保 llli洋 <19811: r西liilUl辺跡JJI(行振村文化財潤在報告内第5集 東行撮村敦'f:1委n会
久保 ,1,il"(1982) : 「匝前1118追跡l東＂扱村文化財調氏報告 iり第6JI! ll!r.t恨村教百委貝会
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6. 附 編 （嘉瀬JIIダム違設事業 ・その他公共事業に伴う文化財確認調査の概要）

平成II年度は従米の塁林業共盤整備事業に伴う文化財確認製在に加え、新たに必瀬川ダム建設に伴う文化財

確認潤査のほか公厳木パイバス建設等、同・県が事業主体となる公共事業に伴う文化財確認調行を実施している。

(1)嘉瀬川ダム達設に伴う文化財確認調葦

必瀬川ダム建設に伴い、その影界を受ける水没地区 ・代替地・辺路ll!I係 ・土捨場：iの予定地内に所在する文化

財について、 •JJ前に確認潤査を実施し、その存化範囲・性格を把握した。 潤査方法はバックフォー及び人力によ

りトレンチを設定して行った。平成11年度は開発対象面積404haのうら、嘉瀬川ダムの建段に伴う水没地区

を中心とした約90haを調究対象に、総数604本のトレンチを設け、確認曲社を行った。その結果、大野地

lヌ・西畑瀬・東畑瀬地区を中心に、約21箇所のトレンチで迫構を、また57箇所で辺物包含府を確認し、大野地

区では縄文時代'1l期の生活跡が、大野 ・西畑瀬地区 ・東畑瀬では中111:の集洛跡の存化が19]らかとなった。このう

ち、内畑瀬地区については協請の結果、平成12年殷に発掘調査を行うこととしている。

このうち、大野地区では国辺323丹線の切り替え工tJCに伴い江戸時代の代店所跡（大,t代W所跡）が工11r対象

地に含まれることから、：1, 業と文化財保護との潤整を図るため、代11{所跡について地形測.!i.¥と磁認潤冗を実施し

た。大野代＂所は佐嘉藩の支藩である小城藩（こ屈しており、天似 9年 (1838年）ti! に大野の地に~•lかれたもの

とされている。大野代官所は二つの尼根に挟まれた緩斜面上に位沢しており、 111側を除く 三方を邸さ3~4mの

印月で(I月んだ大さく 二段の平川面からなっている。この二つの平坦面には(I:.官所の本館や執務所 ・紅hi(等がi,'(か

れていたとされるが、周辺部にはこの他にも石垣に期まれた大小の平坦面が存在しており、役人の屈住区など代

官所に付“する施設が!Jt設されていたものと推定される。特徴的なのは各平坦面の辺成に伴い築かれた石垣が巨

石を多JI(し、その構築技術には城郭にJllいられるような,:s度な技法（蕗しIllみ・鋭イil;1み.p: 木栢み・シノギ(<1
7f)が見られる点である。また*'ll菜及び窮1:llf教n委u会が火施した確認潤.ffでは多数の関磁器のほか硯 ・比
がIHI:しているが、注Hすべきは瓦の中に桟瓦のほかに本瓦が見られ、江戸時代Jj,/)91に遡る辺物が確認された点

が挙げられる。f¥:LfJ所がii'lかれた時期についての従米の解釈と.I'!なる釘料と口ぇょう。

このように大野代官1祈跡は臥内に残る代11所跡の中でも栢めて残イf状況が良好で、周辺施設まで含めた代ti

所区域全体が把握できる_I:,ほかの代官所からは卓越した大規模かつ窃度な技法を多Illしたfi)I(を伴うという点

でtげ（な迫構と』え、その依存について1111発部Mとの閥整を図っているところである。
(2)麻木バイパス建設に伴う文化財確認講査

厳木バイバス建設に伴って、厳木町内の二箇所（浪瀬地l叉・岩屈地It.)で確認閲行を実施した。このうち、浪

瀬地区では開発対象面ll12.500rrfに対して掘削機・人力を用いて54>のトレンチを設定して雌代を行い、濶i'tnii

”ぺれは約57面である。対象地には近接する獅7・城を築いたとされる源披の窮地である源披公硲地・披公さん迎跡

（縄文時代散w地）があるが．浪瀬JIIの氾濫の痕跡が確，認されたのみで迫構は検出されなかった。一方岩lj(地区
は周知外であり、掘削機により総数28本のトレンチを設定して潤虹をIiった（潤代面ilii259面）． その結果、対

象地は厳木川及びこれに合流する小河川の氾濫によって形成された谷平野であることが1り1らかとなり、 1ケ所で

時期イ~Iリ 1の辺構を確認したのみで、 Ill-I確な辺椙は検出されなかった。
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図30 A!Jlfll:1"f1fr位,'ti女I0/25.000J 

大阻ffWi所跡全J;t
(/,: が北）

大野代,:r所跡石垣
c,w西より）

図31 厳木バイパス謁代地(,jば!~(1/25,000)

図版3 嘉瀬川ダム紐設事業に伴う確認潤在
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皿 平成11年度発掘調査の概要

た.., ● ● 9 
1 贋取山迫跡ill・IV区 (TTY-ill.-IV) 

辺跡の所在地

三孜括郡i:J·•原町大字,m古賀字丸TIT
潤代主体者

中/J;(町教n委且会
汎l't!DIIIII

平成II年6月～平成t2年3月

潤代而訊

I ,500nt 

辺跡の概痰

本辺跡は鷹取111の,1,11!!標科約250mの地点にW,'lする。 ~i!tlKは3区と 41-£.に分かれている。

本辺跡の北側には平成10年度に発掘潤究を実施した虞取111辺跡 1区・ II区がある。屈取Iii迫蹄 1区では9世紀

代の祭祀関係と見られる追跡が確認され、大且の須息器・ 上師料が出上した。 また辰収1hー{Ifは•!'litにおいて山

城が築かれており、山純部から山頂にかけて、堀切やJ:規， 曲綸などの迫構が残っている。

鷹収1J1迫跡111区は/IS根上の斜面に位収し、 Tri上に迎じると見られる通路状の辺構が確．認された，辺構は浅く掘

り込まれた溝で、尾根上を蛇行しながら伸びており、深さは一定していない。辺物は溝雌tから」：師岱の小破,.,.

がtll上したのみで時期の特定はできない。

IVIヌでは1針根に向かう斜面からIi!.根J:に位収し通路と見られる辺構、焼上隕を検出した。辿路と見られる追構

は斜面を掘り込んで作られた部分と斜面を削り出して作られた部分がある。焼 I.壌は全部でSlJ検出された。 !~

さ0.8m、幅0.6m程度の隅丸方形で、側面が強く火を受けているが、底JiJjはほとんど焼けてし、ない。辺物がIll

tしなかったため、時期については和＂である 。なお、この焼土塙からは鉄粋等、笈鉄に関係するような迅物は

全く :II1: しなかったほか、）"i!, 根の斜面にあるため、周辺の↓↓通しがさかないことから、のろしでもなさそうであ

る。

また、尼根上では尾根の窪んだ部分を埋めるように盛l:がなされている。 この盛上の性格は ,f~IVJだが｀尾根の

先にあたるr釦i側には1111輪状の辺構が残っていることから、届根とIi!.根を結ぷ辿路、若しくは 1:1:1,のようf~格が考

えられる。

今,.. , の潤在ではこれまで謁在例のほとんどなかった屈収1J1における中世111城に関する辺構の一溜が1りlらかにさ

れるなど、頂要な成果を上げることがでさた。
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層

屈111111迫跡1¥/li全凩

凛

一
IV区通路検出状況 IVIえ盛1こ迎構検tJI状況

N区焼」湛貨検IH状況 IV区焼上壕完掘状況

図版4 屈収ill辺跡Ol・ IV区
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よ●●●t

2 船fi迅跡 (FNI) 
迫跡の所在地

三没駐郡」．：昨町人字堤地1/;j

閥代主体!,・

上~err教育委員会

改J'tJOIIUI

,,t成II年11月～平成12年2月

洪究面訊

530nt 

図33AlH:i迫跡filo'll女I0/25.000) 

迅跡の概吸

船イ'i迫跨は上峠町北部大字堤地内に所任し、粁販11,南麓に発述する襟1,'Sl4~25m付近のi)¥./1,ilt低位段丘上に

立地している。縄文時代から巾世にかけての複合辺隊で、特に弥生時代の一大集浴迫跡として知られており、 ll{j

利157年度の船イ,地区運動公園整備に伴う発掘閥社、昭和61 年度から平成元年度に及ぶ~;1党上峠北部腹業駐儒幣

闊11業に伴う発掘潤在で、 5年次にわたり合計11の潤査ぼ域において発臥潤究が'Jc施されている。昭和57年度

の潤fi.では、船石天神宮況内において支わ岱．疫棺硲 .i!i閉などが潤J'fされ、 ,',If!からIllI: した蛇n状鉄剣・蛇
Ii状矛など柑1f[な迫物が出土している。また、 i距業駐盤整備事菜に伴う潤氏においても、弥'i'.時代の集蕗のほか蓄

罰文時代・奈良時代の集裕が検出されている。

本辺跡の1彬東には小谷を似てて、弥生時代,,,期から後期にかけての竪穴式住屈跡約50息f、喪棺硲をはじめと

する I:城硲・石棺8窮等m硲約700其などが検出されている船石l彬辺勝がJtがっている。さらに周辺には、八藤辺
跡・ ニ塚II.I辺跡・切通辺跡・一本谷辺跡など、弥生時代の労名な辺跡が分布している。

今,.. , の調究は、県常かんがい惇水 •JI業の切水管が埋設されるi:i辺部分の輻約3m、延此約 180mについて、発

伽説社を火施したばlfl.区は、使直的に12区と呼称した）。

U(l-1!161年度の9災哀枯盤整偏・・11菜に伴う謁J'iliの東側に隣接する部分にあたる今囲の瀾Rは、弥生時代『11101か

ら後期に及ぶ竪穴式住居跡約30軒、上撰18払そのほか小グばなどが検IUされた。また、迫物はこれらの辺構から

弥生」沿8をはじめ石梱類が出上したほか、一部では土師岱・須忠器も出十．している。

今回の潤査では、輻約3mの関行区という制約の下での乱t究であったため、住居跡などの迫構のはとんどは,c
掘できなかったが、 ,1.,には昭和61年度の潤査で検出された辺構と述続するものも検HIされている。そのような

慈味では、本迅跡のこれまでの情報を補坦できる廿頂な打料を得ることができたといえる。
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閥究区（西より）

{f. 居跡検tll状況

上檄検tll状況

図版5 船石迫跡
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ふ,,,..... な̂
3 船石南迫蹄 (FNI) 

li'.1跡の所化地

三社駐郡上絹町大字堤地,~,

調在主体者

」：川町教行委U会

閥i'i.1011111

杓戊12年1月～平成12年3月

潤i'i.i面机

270nt 

辺勝の概要

船石迫跡は」漬-~町北部大字堤地l月に所在し、村銀111南麓に発達する探祁16m付近の洪訊世低位段丘上に立地

している。 弥生時代の集洛及び褒棺硲をはじめとするJtt硲からなる辺跡で、~.!営上峠北部腹菜,.~酪牧偏1fl業に伴

い昭和60年度 (1~51区；4,500ml、昭和62年度 (6区；300m>の2次にわたり発掘瀾代が実施され、弥生時

代q,期から後期にかけての略穴式住居跨約50軒、褒梢硲をはじめとする」箪-~~ . ii棺硲等!fl経約700'駐などが

検出されている。 また、本迅跡の北西には小谷を烈てて、縄文時代から •l•世（こかけての複合迫蹄で特に弥生時代

集落迫跡として知られている船石迫跡が広がつている。さらに周辺には八藤迅蹄・ ニ塚Ill迫跡 ・切通迫跡 ・一本

谷迫蹄など、弥生時代の杵名な迫跡が分布している。

今回の潤府は、県岱かんがい排水事業の打水i'fが埋設される股氾部分の幅約3m、延艮約90mについて、発1¥il

潤在を実施した （調1't区は、便宜的に7区：延・li約70m、8区：延i牡約20mの2区に分割した）。

昭和60年度の製業基盤整りい［業に伴う潤査区の北側に隣接する部分にあたる今回の湛代は、弥生時代,.,,期か

ら後期に及ぷ竪穴式住店跡約8軒、 土隕 1 0品炎柑~4~~、建物の柱と考えられる柱穴列 l 列、周溝状迅椙3基そ

のほか小六などが検出された。また、迫物はこれらの辺構から弥生J:料をはじめ{j器頬が出上したはか、成人棺

31甚、小児棺IJi!,、合計4碁の疫棺が出土している。

今回の潤査では、輻約3mの閾．査区という制約の下での閥査であったため、 1-1:J;il跡などの迅構のほとんどは完

掘できなかったが、＇れには昭和 60年度の潤ffで検出された迫構と述続する bのも検出されている．そのような

意味では、本辺跡のこれまでの情報を補1i1できる柑頂な打料を得ることができたといえる。

-56-



閥J'ilK近1;1

椛棺煤検Ill状況

(ti苫跡検出状況

図版6 船石RLI迫跡
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-4 莉目籍遺跡8・9・10区 <TOY)

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字竹字利田

調査主体者

神埼町教育委貝会

調査期間

平成11年5月～平成II年11月

調査面摂

3,500rrf 
「.WI!; 

図35

遺跡の概要

遺跡は神埼町のほぼ中央部で、城原川西岸の探応約8mの水田地帯に位沼している。遺構面は、耕作面より約

Imの深さにあり、河川の氾濫による砂層が厚く堆積している。また、東側の城原JIIの付近で徐々に低くなって

おり、調査区の東端では約2mの深さがあった。関査区は、農道や水路により分断されているため、東側より順

に8~10の地区番丹を設定して実施した。

8区の調査では、弥生時代の土壌・溝跡・小穴等及び中世の土壕・溝跡・小穴等遺構を検出したが、弥生時代

のものが大半を占めている。弥生時代の遺構では、土壕は平面不定形のものが多く廃棄土壌の様相を旦するもの

が多いが、少数ではあるが平面が円形や長方形のものがあり、竪穴住居跡の可能性がある。溝跡は南北方向に延

びており、後述する9区においても問様の溝跡が存在している。小穴は大小様々なものが多数あるが、廷物の柱

穴を構成するものは少数である。中世の遺構は、平而不定円形を呈する土壌（井戸跡か）及び南北方向に廷ぴる

溝跡及び少数の小穴のみで、その数は少ない。なお、潤査区の東端部は現在の城/ij(川にかけて徐々に低くなって

おり、 当時谷状の暗祁が東側に広がっていたことが推測される。

9区の調査では弥生時代の土壌や溝跡・甕棺硲・小穴等、古瑣時代初頭の井戸跡や土壕等、中世の土壕や溝

跡・小穴等を確認したが、 8区と同様に弥生時代のものが大半を占めている。弥生時代の遺構では、 土壌は平面

不定形で廃棄土壌の様相を旦するものが多いが、甕棺墓の周辺には祭祀土隕と考えられるものがあるほか、平jjjj

が投方形を呈し、竪穴住居跡と考えられるものを東端部において検出しt.;。溝跡は調査区のほぱ中央部に集中し
ており、中でも4条の溝跡がほぼ並行に雨北方向に延びているのは興味深い。甕棺経は関査区の中央部北端にお

いて染中しており、潤査区の外にさらに広がつている。古瑣時代の遺構は平面円形の井戸跡や平面不定形の廃棄

土壕等があり、中世の遺構は平面不定形を旦し、埋土の大半が灰層である廃棄土壕や、商北に延びる溝跡等があ

るが、その数は極めて少ない。

10区の調査区は範囲が狭く細長いため遺構の全体が不明なものが多いが、弥生時代の土壕や溝跡・小穴等が

ある。土壕は平面不定形と考えられ、廃棄土壕の様相を旦している。溝跡は8・9区で検tllしたものと同様に南

北方向に延びている。小穴は比較的少なく、遺構全体の密度も8・9区に比較して低下している。

以上が拡張区の概要であるが、検出した遺構は出土遺物より弥生時代のものが大半であり、それ以降の時代の

ものは極度にその数が少ない。また、現況の耕作而から遺構面までの深さが約Imと深いにもかかわらず検出し

た甕棺墓は上部を消失したものが多い。これは後世の開発による削平ではなく、度頂なる河川の氾濫に起因する

と考えられ、検出面の上面には約O.l~0.2mの深さで包含屑が認められる。これより、弥生時代の施設が河川
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の氾濫などにより脱絶した後の時代において、何皮か施設が常まれていたものが再び氾濫によりiri失したと考え

ることができる。さらに81えの東端部付近において認められた傾斜は現{£の域脱川に続くものであり、近世に城

/~(川が況(Eの形状にされる以前の地形を知る I:で良好な打料を得ることができた。このような状況から今jujのよ

1'il:>¥'. は地形的哨郎の周辺部で、 JI!定される集落の範I!月から抒えると緑辺部にあたるものと・行えられるが、検出し

た迅構や1111:辺物の1,tは多く、以前実施した瓜営ほ坦整紺に伴う発掘濶代の結果をはじめとする閥代結果と合わ

せて、その規校やl~J'tfを検討する必要がある。

91,(~J;t ({jが北） 811'-'. 全；；! {1;: が北）

9・10区全l;!(北より） 9・ IOIメ・全l;!空巾写其 （北より）

図版7 ~I III 柳迫跡8· 9 · 1 0区
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5 岩土井遺跡l区 (ISD-2) 

遺跡の所在地

佐賀市金立町大字寮師丸字石土井

調査主体者

佐賀市教百委H会

調究期間

平成11年8月～平成II年II月

調査面積

3,200m 

図36 石土井追跡1区位旗図 (1/25,000)

遺跡の概要

石土井遺跡は脊銀山系から南へ派生する洪積台地 （低位段丘面）の先端部から台地先端部が沖積層下に埋没し

た低地上に立地している。調査地の標高は3.6~4.0mを測り、北に向かってやや傾斜がきつくなる。調査地の

西方300mには巨勢川がi屑北に流路をとる。

石土井遺跡の周辺には数多くの遺跡が存在し、村徳永辺跡、久官遺跡、友貞迫跡、 J:九郎遺跡等の遺跡で発掘

調査が実施されている。それらの多くは石土井遵跡より北部域の洪積台地上に立地し、中でも村徳永遺跡では弥

生時代中期後半から後期前半を主体とした掘立柱建物跡が100棟以上検出されており、大規模な集落が営まれた

と考えられるほか、久宮遺跡と友只遺跡では弥生時代前期末～終末期の遺構が秘密度で確認され、中期初頭から

中期前半の遺構からは擬朝鮮系無文土器が出土している。

今回の潤査において検出した遺構は、大部分が弥生時代に属する竪穴住居跡 ・掘立柱建物跡• 井戸跡 ・土壌，

溝跡等の遺構である。

竪穴住居跡は潤査l和西北部で1棟確認しているが、残存状況が良好でなく、詳細はィ明である．

llil立柱建物跡は潤迂区北部で8棟確認している。建物は弥生時代中期後半から後期前半に属し、 1間X2問及び

2間X2間の規格である。また、達物方位をほぽl司じくした複数棟の娃物が、丘陵緑辺部に沿って存在していた

ことを確認している。

井戸跡は2基確認している。いずれも断面2段掘りの形状を呈し、径I.Sm以上の比較的大型のものである。所

属時期は1基が弥生時代前期末から中期前半で、もう 1基が後期に属するものである。

土壌は調査区全域で多数確認しているが、遺物が出土した遺構は少ない。 その中で平面形が隅丸長方形で、断

面がきつく立ちJ::がり朕面がほぱ平坦なものが数基存在し、 埋土中から弥生時代中期後半から後期前半の一括廃

稟されたと思われる追物がまとまって出土している。

溝跡は調査区南部の低地上で数条確認している。これらの溝跡は、壁面にほば定まった間隔を置いて水口と考

えられる突出部が存在しているほか、水口部下りの溝底面には杭列や矢板列が認められたことから水田開発に伴

う濯漑施設ではないかと考えられているが、所屈時代については今回の調査においては断定することはできなか

った．
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lil.Jt-辺跡 l区 (I:が.ltl

竪;・,tt:IJ;蹄 (SH1025)完掘状況 掘 ~ヽL柱建物跡 (SB l 072)

_ ... _ 、-
ヽ

j ノ
配

掘立柁姓物跡柱穴上附断1ui I: 漿迫物1111:.状況 (SKI 064) 

図版8 石土）t-.ll'I跡 1区
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6 野中迫跨I・2区 (NNK-1・2)

遺跡の所在地

佐双,r,兵庫町大字若宮字野r:t•

製介主体者

佐収市教肖委貝会

関.lt1期間

平成II年8月～平成II年10月

関査面積

850nt 

迅跡の概要

野中追跡は地勢的には金立山1.fl純部の洪訊丘陵以雨に広がる沖訊低地上に立地し、巨勢川束料部標硲3m前後

の平地に位訳する。周辺はほとんどが水田として土地利用されている低平地で、工事以前は縦横にクリークが存

化した。一昴は遺跡の希薄な地域という認識があったが、 ここ数年の確認調査で次々と辺跡の存在が明らかとな

っている。野中迫跡もそのひとつである．

瀾査区は2地区に分かれており、西側の潤脊区を野rj:i迫跡1区、東側を同2区とした。いずれも水路の建設によ

って追跡が破壊されるため、記録保存することを目的とした関在であった．

潤査の結果、 I I~では溝5条 (SD I 00 I・I 002・I 003・I 004・ I 005)、土壕nし(SK1006・ 1007)を
検出した。溝のうち、SDI 00 I・I 002は潤脊区西奇りで確認した北北西~i釦南東方向の溝で、東西方向の溝

SD 1003を切っている。両溝は土陪観店の結果から関査区の中では最も新しい時期の迫構である。出土辺物は

少なく、迫構の時期を明確に知り得るものではないが、それらの迫物及び府位 ・切り合い関係などの諸状況から、

おおよそ近世と推定される。i山i溝の最大幅は0.5~0.Bm前後、確認面からの深さは0.2m前後と小規校である。

SD 1003洞は潤査区西寄りで検出した東西方向の迫構である。幅5m以 1-.、確認面からの深さ 1.2m前後を測る

規模の大きな溝で、大部分は潤在区外に展開する。辺物柑から戦国時代前後の辺構と推定される。他の追構の状

況から1府記の辺構と相1前後する時期の辺構である。

野中遺跡2区は40吋の狭小な調査区で、北から西側にかけてクリークに隣接する。検出した辺構は溝2条・±

壕 l 碁• その他柱9・（もしくは小穴である。溝SD2001は最も新しい迫構であるが、近世～近代の遺物を包含し、

隣接するクリークの緑が雌没したものである。このS02001に切られるのが、 SD2002である。南北方向の

溝であるが、大部分は潤.i'l'IK外に展開し、全容は把据できなかった。迫物は出土していない。また、柱穴と思わ

れる小穴を 10基ほど検出したが、列として把握するには至らなかった。

l区についてであるが、辺構の密度は薄く、溝が主体であって、居住に係る辺構は検出されなかった。おそら

く集落の一部とは考えられるが、悶耕地などの生業に係る追構と考えられる。2区は迎跡の性格を把握するには

あまりにも狭小であるが、状況から潤杜区周囲には居住に係る追構が広がっているものと考えら
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.... , 
7 八ツ溝辺跡 (YTM)

辺跡の所在地

多久,1;多久町八ツ溝

潤ffl:1,1(者

多久市教f.f委貝会

潤J'l:1011111

•j(成 1 1 年5月～平成 12年3月

;,ljff.1ratt1 

5,400可

辿跡の概要

八ツ溝辺跡は多久市をJ≪11Jiに流れる牛11!川と笹原方面より流れる山崎川の合流する地点の河成低地に立地す

る。この地点の股業共盤整備ff業地区内における河成低地の面訊は約670.000面である。平成8年度に''i該地区

すべてを対象とする試掘潤究を行い、辺構・包含肘を広い範囲で確認した。耕作：I・. の下は砂や粘t:がI?く堆訳し

ていた。また、ところどころに泥炭根が確認され、 木製の鍬blll土した。また、近くの河川工9ドの際に、砂や粘

I: の下には阿蘇4の火砕流が堆訊していることを確認した。

糾l'tは平成9年1Stからの継紐調れで3年目にあたり．約5,400nt(131を~20区）の汎氏となった。今阿の改忙

Ii<は、）し州横断逍開発に伴い発掘調究された揖分辺跡の隣接地にあたり、今国は実団的にその続きの曲代となっ

た。調仮のN象は辺1/11のほか、泥炭附 ・迫物包含附である．

13区は古in時代の汲い溝を確認した。また耕作土からではあるが亀赤いガラス玉が出上した。

14・ 151iは迫物包含灼であり、縄文時代の良好な包含陪を確認した。500点余りの石岱と、縄文早期の押型紋

・I: 沿が出土した。 また 1 5区の!,~本」初の火11.1ガラス分析の結果、鬼界アカホヤ火山と AT火山灰が確認された。

1 61-'iはn然流路や井戸・小穴が発見された。 井戸蹄は径が約 Im、深さ約 I mであり、 6で•1~を築いてあった。

底からは1111物の部がUI±した。D然流路からは奈良時代の打i:¥!.(器や古111時代初頭の糀等がill七した.,1,: 製の渭

物の容器も出土した。この流路の土府について自然科学分析を行った結果、稲の梢物珪酸体が多litに検出され、

稲作が近くで行われていた可能性が裔いことが明らかになった。また、：：：＜少Rではあるが鞭虫卵も発見された。

1 71iは弥生時代・古n時代の辺構を発兄した。 t~屈8軒（古LTL時代初頭が7直f、弥生時代q,,期が1軒）を発見

した。 そのほかに、甕棺2摂 ， 祭祀—I燎2基. I渇員，,,ヽ穴が発見された。3乃住屈と4刃f'J:r.1}(切り合っていたl

からは妓形困台 ・ ニ頂口蘇壺・鉄製の穂摘具が出土した。 2号住居からは多見の」••料が出 I:しており、 UU:状況

より !•I らかの祭祀が行われたものと考えられる。 そのほか、 181和からは深さ約0.6m、糾約2mの流路が発見さ

れ、奈良時代の：I・. 器が溝の底から出土した。また19区では,,.世の小穴群を発見、 20区ではn然流路が見つかり。
多fitの土閤が出上したほか、褒棺の数片も多く含まれていた。

今回の調査における主な成呆は、 Jl撰分辺跡の南への広がりの状態を確認できたこと、2)過去2年の臥mに
船き縄文時代の辺物包含悧が確認され、八ツ溝地区には縄文時代早期から後期までの迫跡が広範囲に点化するこ

とが明らかとなったこと、 3)火1.11灰分析の結果、迫蹄の立地する八ツ溝地区の低地の堆訊物がATI社灰以後で

あることが推定されたこと、 4)全「目的にも稀な、弥生時代のものと思われる赤いガラス小 Ii.がIJII: したことの

4点がやげられる。
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S102住居跡
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..' "鼻ヽ''"8 菅牟Ill荒谷迫粉 (SMA)

遺跡の所仕地

唐Ill市営牟III字流谷

調査主体者

盾津市教百委貝会

調査期間

平成11年4月～平成II年9月

調査面訊

2.1som 

遺跡の概要

唐祁市の西域を占める、玄武岩質安山岩の溶岩台地である東松浦半島（通称上場台地）は探~ 1 50~200m前

後のなだらかな邪平原状の地形をなし、台地面では小河川の開析による緩やかな凹凸面を、また海Jj1線や平野郡

との現面では急激な傾斜面を形成している。遺跡はこの上場台地の南端域に屈し、松浦）IIの支流である田中川の

最上流地域にあたる。追跡の束側は比麻差180mと急激に落込む傾斜面になり、河川によって開析された狭い谷

が山肌を刻んでいる。遺跡は探高180~190mと上場台地では狂い位訊にあり、東に流路を広げる小河川に向か

つて延び出す丘駿部に展開する遺跡群の一つである。

昭和50年以前から踏査によって、旧石器時代から縄文時代の遺物の散布状況から、辺跡の集中する地域とし

て注目され、ゴルフ場建設や国営事業による区地開発及び水利事業によるバイブライン建設において幾つかの遺

跡が発見され、菅牟田黒龍遺跡、菅牟田西山道跡、竹木場前田遺跡、山田団六遺跡等、旧石器時代～縄文時代の

頂要遺跡が調査されている。

調査地は水田面が形成される河川沿いの湿地術に延び出す丘陵のうち、耕地辺成に伴い削平を受ける部分の4

ヶ所とし、それぞれA~D区とした。A地区では河川に延び出す丘陵の先端の雑種地や旧畑地で、表土堆れが少

なく碁盤礫面が邪分的には露出した地点であり、柱穴状のものや、やや大型の上壌状の掘り込みがみられたが、

いずれも礫の掘り起こし跡と考えられ、明瞭な迫構は確認されなかった。辺物出土状況としては染散が認められ、

時代的な占地の粒が確認された。遠物は旧石器時代後期のナイフ形石器文化の石器群、縄文時代早期の押型文土

器、同前期の轟式土器、曽畑式土器破片、晩期の粗製深鉢破片や石槍、石鏃、石匙、スクレイパー等の石器が出

土した。特に、早期の石祖は小範囲に集中して検tllされ、柳策形石柏と三角形の石槍状石器の出土状況はデポも

しくは埋葬共献迫構の様態に類似するもので興味深い。B地区では、縄文時代早期～晩期の各時代の土器が包含

府から出土した。しかし、明瞭な遠構はなく、遺物散布の状況で時代毎の遺跡占地の様態を考察することとなっ

た。 特に細い土紐状の並行貼り付けの隆帯文を持つ轟式B類土器は、前期前半の1•1畑式土湘と並行する土器群と

して平野部で注目されるものであり、上場台地では中尾ニツ枝遺跡に次ぐ出土例であり、河川での遡上例として

m製である。C地区では、近世以後の粘土採取による攪乱が調査区の大部分を占めることがわかり、縄文時代早
期後半の手1•1山式系の回転押形文土器が出土したが、 遺構との関係は確認されなかった。 今回の調査での砧も広

い面積地区であったD地区では、現在も水田耕作面として利用されていた地区で、表土下よりかつての耕作面の

拡張沿革を示す、溝、杭跡等が検出された。下別は大きく2ケ所の遺物集中域がみられ、ほばI□石器時代の追物
群の集中単位 （ユニット）と考えられた。遺物はこの染中域を中心に旧石器時代後期のナイフ形石器文化期のナ
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-・』たか..
9 東山 l迅絣(SMA)

迫跡の所在地

射t(!市東111字縫城

調査'1,W者

旧津市教百委員会

調J'tJOJlfU

平成II年11月～平成12年3月

濁．査面禎

280nf 

図41 東1.l1I迫跡位骰図 (1/25,000)

辺勝の概要

唐tln「の四域を占める、玄武岩買安山岩の風化台地である東松洲半品（通称上場台地）は襟裔l50~200mH,J

後のなだらかな準平原状な起伏をもつものである。台地の緑端は海J,!線及び平野と急激な傾斜をもつ況線を呈し、

独特0)・凩観環境をつくりだしている。追跡は台地を開析して仮屈湾に西流して注ぎ込む姪川のIJIJ析谷の最」滋滋

にあたり、小河川によって開析された谷に接する丘陵鞍部に位i71する。辺跡は椋7,ll98mの比較的裔い地点に立

地しており、東側に緩やかな谷が、西側に傾斜面の厳しい谷が侵入していることになる。現在も上場台地では谷

筋を利用しt.;.iill路として重要な道であり、今回の道路工>(fもこうした利用申関がもとになるものである。

潤査は現有追路面の拡輯工事に伴うものであり、限られた範囲での所見になり、部分的にしか迫跡の性格をと

らえきれないものであった。調査区の大部分を占める水田耕作面は、経年の耕地改良に伴い、谷の客土によって

平坦かつ広面積の水田をつくりだしており、及土掘削及び盛土等の客土の被覆を除公するとやや削平を受けた礫

泣じりの軟釘の粘灯土Mが検出され、漸次下1/'iに向かい硬質粘買土形になる様子が確認された。包含される礫は

多filに及び、調査区の北側と中央部ではその集散に差があることまた石器及び土器がこの礫の集中域に有機的

に関述したような状況が行取されたため、土門の変化もあわせて迫構という観点で検出精査を行うこととし、礫

染合の単位と様態をつぶさに記録した。この結米、旧石器時代終末期から縄文時代阜J日～晩期、弥生時代前期、

古Jt'I時代前JgJに及ぶ石器及び土器と礫の包含土肘が部分的に調査区の中央広範囲に展開すること、また、不安定

な平面形慇をなす土壌状の変色面が礫の散布にともない検出された。しかし、潤代の結果、この迫構の底面はl"J

凸が頻著であり、人工的な追構とはt¥しがたく、風倒木による攪乱の可能性が指滴される。

出土した各時期の迫物は、旧石器時代終末段階の細石器文化後半の削片系紐1石核及び細石刃、縄文時代平期で

は押型文上器破片、晩期1+1菜の黒川段階の利製深鉢、精製浅鉢破片、石器では石鏃、スクレイバー等が凡られ、

弥生時代前半期の板付II段階の口昏やや下よりに刻みを施す如意口綽の壺形土器が検出された。また、敲片が主

体であるが、古収時代前期の上師器甕や小型壺も出土した。

これらの迫物群は、辺跡が各時代紺1こなんらかの場を提供してきたことを明1既に示すものであり、迫跡の性格

を考える上で項変である。特にIA石器II寺代終末の細石器文化辺跡はこの東山地域の近接する菅牟田、竹木場、ま

た肥前町側の切木から低盆地沿いに展開する八折江、大浦溜等に集中するもので、従来指摘された細{i器文化の

内水域に密接した股構J.河川との関連性もd及されうる立地環境が見受けられる．この削片系細石核は、所il'I半

船底形細石核といわれるものである。これは、細石刃剥出の反対面に背緑をもつもので、 この背緑から剥隧調整

によって側面加工調整を施し、正面観がV字になる「石ケ元型」と呼ばれるものである．
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非削）t系細石核を含む、細石器文化JP!の辺跡は、 A.小河川に延び出す丘陵端、 B.f,1~ 11!11に谷を形成する緩鞍

部にみられ.Aクイブに底するbのとして9屈辺跡、石ケ元ド迫追跡、梨河内村111J辺跡等があり、 8クイブとして

中尾ニッ枝辺跡、コクダシ逍跡等があり會ぷ辺跡はこの13クイブの立地条件下にあることになる。いずれも現任

の水田地、かつては湿地僻に近接するめものであることはこの時期の迫跨立地の特徴であり、 ・ぷ迫跨の束側に}l;

がるやや仏→い水田域はこの部分と考えられる。

今@Iの渕府は、このように、上場地域の各時代の水系による迫跡の立地にi'.t頂な毀料を提供したものと考え、

詳細な分析によって報作を検討していきたい。

謁在I><(巾央部）

_, "' 

迫構状l"I地

図版12 東山 1辺跡
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10 岸応II遺跡 (KIDIil 
迫跡の所在地

紺津市半m字桜崎
調査主体者

唐rlt市教育委貝会

潤査期RRり

平成II年4月～平成II年9月

関査面積

2.ooom 

遺跡の概要

._..,,\\-,,,,..,;~ ヘ，、,_
図42 岸高II遺跡位沢図 (1/25,000)

当遺跡は、眉沖市の束端部の半田地区に位沼する。脊振山系から北に延びる丘陵が、平野部へと移行するその

先溢部分の．標祁約40mの地点に迫跡は立地している。遺跡の北側を、東西に半Ill川が流れ、 1.5km程下流で宇

木川と合流し、さらに下流で松浦川に注ぐ。この半Ill・宇木）II両r,1の平野邪とその周辺の丘陵部は、唐ii!市内で

も符に遺跡が密巣する箇所である。この地区には｀導入期の者銅器類を、大量に讃葬する甕棺墓群が確認された

字木汲Ill遺跡や、国内で始めて学術閲査が行われた支石経である、 国指定史跡の梨山尻支石墓など全国的に著名

な迫跡が立地する。これ以外にも、前洩鏡である日光鏡が出土した1ll島遺蹄、世界的にみても数例しか確認され

ていない、触角式打柄銅剣が出土した柏崎遺跡、「肥後型J横穴式石至に分類される石閲系石室をもつ樋の口古

nなど重要な遺跡が立地している。
今回の調査は、エ頂面積8.5haのうち、平成 10年度に行った試掘潤査の結果に廷づき、中世の土讃硲内より

完形の背磁椀が出土した地点を中心に、 2會OOOITfについて行った。

調査の結果、弥生時代の壺棺甜、棗棺登各1甚と、巾世の土壕岱26括、近世の土壕繕37丑、不明辺構II括を

確認した。壺棺岱は、上部の大半が削平を受けており、下ガメ （壺）の一部が残存するのみで、堀方はィ浦明であ

る。しかし、付近から固まって出土した土器片を水洗・接合した結呆、大型の壺と粗製の深鉢の組み合わせであ

ることが解った。前述したとおり、辺跡の西側約30mの地点には消失した岸裔支石;;が立地し、また、地権者

の3によれば、昭和40年代前半のミカン圏開墾の際に r大きく平らな石が数借存任していたJとのことで、実

際、調査区南側の谷部へ向かう斜面上に花渦岩の掌石状の大石を確認していることから、壺棺墓は当地点に存在

した支石墓の埋葬施設、もしくはそれに付帯する硝であった可能性がある。もう一方の甕棺茎は、堀方自体が確

認できず、削平の際に比較的近い出所からまとまって移動したものと思われる。土器の上位及び周辺から、ガラ

ス製小玉36個、勾王1個が出土した。中世墓は、検出した26基中3基より遺物が出土した。うち l基は、試掘調

査の際に確認したもので、完形の迷弁文の冑磁碗1点が開葬されていた。残る2基のうち1基からは、同じく完

形の述弁文をもつi'r磁碗 1点と、これも完形の白磁碗 1点、土師皿3点、鉄刀子1点が遺構束端に集巾して出土し

た。もう 1基の中世廷からは、ほば完形の黒色土器椀2点と、土師皿4点が出土した。付白磁碗を刷葬する2基

の中jlt墓は、丘陵の北端に位逍し、黙色土器を開葬する中世茎は、反対の丘陵滴端に位れする。時代が下るにつ

れ、丘陵突端へと占地を広げたものか。近世笙は、検出した37甚中半数以上の19甚よ り遺物が出土した。遺物

は、陶磁器類の他10駐の土壕内より銅銭が出土した。銅銭は単独で出土することが多く、 2甚の土壕紅に限っ

て磁器碗、漆器とともに出土した。また、銅銭の中には布に包まれた状態で出土したものも確認しtふ近世墓の
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平面ブランは、大半が限丸の此方形をなし、主軸を耐北方向に合わせている。

以上のことから、古ば1時代の俎物を溝祥する硲は確認できなかったものの．当地が弥生時代早期から近世まで

述綿と続く経域であったことが窯える。

1¥-麻II迫跡（遠穀：北から） 辺構完掘状況

SJ34甕棺紅検出状況 SK07土塙紅遺物出土状況

SK46土塙硲迅物出土状況 SK39土凛墓遺物出土状況

図版13 岸m1迫跡
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ll 外原遺跡 (SOB)

遺跡の所在地

店津市半田字外原

関査主体者

唐沖rli教百委H会

調査期Ill!

平成11年9月～平成12年9月

潤査面積

2,400吋

遺跡の概要

外原遺跡は、 1酎津市と浜玉町にまたがる、鏡山から延びる丘陵と、脊捩山系から絞く丘陵の鞍部にあたる地点

に立地する。唐津市のまさに東端都にあたり、調査区の北・東側はほぼ浜玉町の現と接している。当遺跡の周辺

地は、以近まで調査例も少なく 、周知化された遺跡も少ない状況であった。しかし、 平成6年から始まった西九

州自動車道注設に伴う調査や、その他の開発に伴う調査によって新たな遺跡が発見されてきている。外原迫跡の

東側の丘駿上では、赤野遺跡が新たに確認され、佐賀県教育委R会と浜玉町教訂委且会の合同潤査が行われた。

その結呆、古墳時代の住居跡の他、阿蘇IV火砕流のものと思われるテフラ堆積層が確認された。また、外原遠跡

の北束800mの地点では、岩根遺跨が発見され、製鉄関連遺構が確認された。

今回の潤査では、工事面ll'l1.2haのうち、 平成10年度に行った試鼠潤査で確認した炭窯跡を中心とした

2,400rrlについて潤査を行った。当地区は、東西に延びる2つの丘陵に挟まれた狭い谷都にあたり、調査の結果、

この谷が特に南側の丘陵が急斜面で落ち込むV字形の谷であることがわかった。

調査の結果、 9基の炭窯跡と、 2棟の掘立柱建物跡、柵列の他、谷底邪より旧石器時代・縄文時代の石器を確

認した。9甚の炭窯のうち、 6括は斜面上に造られており、残る3基は谷底部分に形成されていた。斜面上に造

られた炭窯のほうが概して大きく、 平面ブランも炭窯の奥壁部分が直線的で、ちょうどレモンを半分に切ったよ

うな形をしているのに対し、谷底部分に近られた炭窯は小さく、楕円形の平面プランをもつ。前者の中には、長

さが2mを超えるような大型のものもあり、火熱により壁の周囲が5cm程の厚さで灰色に変色している窯跡も

確認された。掘立柱建物跡は、 l llllX I flりとlllllX2問の2棟を確認した。いずれも、柱痕が確認できず迫構の

残存状況も悪いため、柱穴との断定は難しいが｀炭焼きの際の仮小屋的な廷物を想定している。111列は、そのほ

とんどが南側斜面に集中しており、斜面にほば平行して並ぶ。伐採した樹木の仮沼き場あるいは、伐採樹木や土

砂の流入を防ぐ機能を持たせたものか。

今回の調査では、岩根遺跡での調査結果を鑑みて、製鉄関連遺構の検出を想定して調査を行った。しかし、残

念ながら今回の調査では炭窯以外の製鉄炉跡、鍛冶炉跡等の匁鉄遺構の本体部分は確認でさなかった。ただし、

時期が確定できないものの、炭窯への水の影響を抑える目的で掘られたと思われる溝が、炭窯のまわりから確認

されたこと、調査区東端、谷の下流部分で大国な掘削による平坦面の造り出し部分が確認できたことから、 t事

予定地外の、谷のさらに下流部分に、製鉄関連遺構が存在する可能性は捨て灘い。また、ナイフ形石器をはじめ

とする石器は、いずれも谷底部分より出上しており、潤査区北側の狭い丘陵延び出し部分からの流れ込みと思わ

れる。これまで、1;!1津市内の旧石器時代の遺物は、鋭IIJLIJ頂付近からの出七例を除いてそのほとんどが、1且津市
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南西部の通称ff:Jり台地」とよばれる椋科200mほどの台地 ，:での出 I:例がじで、市内東部でのIIHi鼎時代の人々

の足跡をぷすl'lil'Cな沢料を柑ることができた．

外Jj'J迫跡（述l:t:ft! から） 辺構;;疎II状況

SK02炭窯跡N&状況 SK06炭窯跡'I¥絨状況

図版14 外原追跡
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N. まとめ

平成 I I 年度に尖施された農林菜甚盤整備事菜に係る確認潤査• 発掘繭査は17市町村で行われた0 このうち確

認閥代では108,750面の迫跡の11がりが確認され、発掘関行では25,850面の追跡について記録保付を実施して

いる。以下に地区毎に概姿をまとめる．

佐買東部地区 佐買東部地区では潤査対象而段14.7haに対し．烏栖市店栖北部地区、中原町九千部山横断線、

Jl!l'l'l!l村佐双束祁地区の3地区で確認潤査を尖施し、中原町 ・束行糾村の2地区で計1,4oorrrの遺跡を確認した。

迅跡の内容としては、巾原町の九千部山横浙線では巾世山城である鷹取山城に関巡するかと思われる通路状の辺

構が確認された。また、東脊振村の佐買東部地区では弥生時代tfl期を中心とした竪穴住居跡，掘J'f.柱娃物の柱穴

などが確認され当該期の集落跡と考えられるほか、環濠の可能性を持つ火溝 (SD097)が検出されており、以

前のほ場整備における調査結果に加えて新たな知見が得られている。

発掘潤査については、中原町・上昨町・神埼町の3地区で行った。中原町の九千部山横断線では鷹取山道跡

m•JV区の講査を実施し、 上S! ・通路 ，焼土塙などが検出され、特に通路については集落と山城を結ぶ登城Iレー

トのひとつである可能性が府い。上的町では県営かんがい抹水平業に伴い、船石迅跡 ・船石南迫跡について温立

を実施したが、このうち、船石迅跡では弥生時代中期から後期にかけての竪穴住居跡 ・土壕などが、また船石南

迫跡では同じく弥生中期から後期の竪穴fl:居跡 ，土壌．棗棺笙・周溝状迫構などか確認され、ほ場整偏の際の発

拙潤査成果を補瑣するのと ばえよう 。 また、神埼町では£~道拡輻に伴い利)EEi柳遺跡の閲査が行われ、弥生時代の

土壌・r/11跡・小穴．甕棺硲などが確認され当該期の集落の録辺部と推定されるほか、古1n時代初頭の井戸蹄や土

壌、中世の±壕 ・溝跡・小穴なども検出されている。

佐R洒部地区 佐四西部地区では潤査対象面積77.9haに対して佐沢市金立束部地区 ・兵庫北部地区 ・幹線水

路徳水線、 tT:I:町佐買北部2期地区で確認閾査を火施し、このうち金立東部地区で93,000rrlの迫跡の広がりを

把握したが、辺跡の内容は弥生時代、平安時代から中世にかけての集落跡である。

また、発堀調査については．同じく金立東部地区に含まれる佐賀市石土井迫粉、兵庫北邪地区の野巾追粉、多

久市八ツ溝迫跡について実施した。 石土井迫跡では竪穴住居跡，掘立柱娃物跡• 井戸 • 土塙・溝跡などが検出さ

れ、弥生時代の集落跡と考えられるほか、杭列・矢板列を伴う溝数条を確認しており、時期については不明なも

のの、灌漑施設の可能性が考えられている。野中遺跡では中世末及び近世期の溝状辺構などが検出され、集落の

緑辺部と推定される。また多久市八ツ溝迫跡の発掘潤査は平成9年度から縦続して火施しており3カ年目となる

が、平成II年度の潤食では縄文時代 ・弥生時代～古収時代・ 余良時代の集溺跡・迫物包含府が確認されている。

佐買南部地区 佐賀南部地区では調査対象面栢79.9haに対して武雄iii武雄北部2期地区、鹿島市多良岳2JUI地

区、有明町閲王涸池で確認濶査を実施し、このうちで戯,(bi1i• 打明町で計1,450mの迅跡を確認した。鹿島市で

は広域股辺の多良岳2JUI地区の確認潤査で明治初頭以降の困磁湘窯である浜町OJlill烹跡の確認閲査を火施し、窯

跡の残存状況・物原の範囲を明らかにした。特に平成4年度の調究で確認できなかった物原の範囲を把桝できた

のは1:11惰,.両との潤整を図る上で重要である．また、有明町では閥王涸池改修工事に伴い堤の構造を把握するた

め確認調査を火施したが、近世期に遡る｛ぶi度な石垣構築技術や石組みの樋行の構迅について調査を行う機会を得

たのはi1illであった。県内ではこれまで堤についての調社例はほとんど皆無であり、龍王提の潤住成果は今後近

世の土木関連迫構の調行を行う上でJf(淡である．

なお、このはか現地踏在のみであるが、武琲市広域林辺杵島山組では揉屈約J60mの山中で安山岩紺頭に刻ま
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れた石割に伴う矢穴を確認しており、近接して斜面上に石垣を構築して平坦面を造成した追構が確認されている。

また矢穴を刻んだ石・露頭は周辺部にも散在しており、かつては石切り場であったと推定される。時期について

の手掛りはないが、近ltt以降、殷前までの時期幅と推定され、農林部と協蹟の上、矢穴を持つ岩の移設、石垣ラ

ィンの記録保存等で対応している。

佐汽北郁地区 佐賀北邪地区では調究対象面栢95.0haに対して伊万里市煤昂地区・峰地区・小木原線、相知

町浅井谷線、浜玉町ひれふり地区・今坂地区で確認調査を実施し、このうち伊万里市 ・浜玉町で計I0,500nfの

辺跡を確認した。伊万里iiiでは林辺小木原綿の確認潤査に伴い黒曜石の剥片・チッブ等を含む遺物包含屑を確認

し、 平成12年度に発掘調究を行うこととしている。また、浜玉町では県営畑地術総合整備事業ひれふり地区の

確認調査に伴い3つの地区で古収時代の項基を確認しており、古瑣2基、 m丘未確認の竪穴式石室1基、石棺甜l
1.§ などの存在が明らかとなっている。このうち r小山田古n」とされたものは直径30mを超える大型円nで、
内部主体に未盗lli1の竪穴式石室を（半し •l!l丘の残存度も良好である。 径30m という規棋は古項時代前期において

は東松浦地域のみならず肥前東部地域でも最大級であり、同町内の困史跡谷口古瑣・横田下古頃、径28m円填

である経塚山古I!!(畿内型の長大な竪穴式石室を伴い、方格規矩鋭1面を出土） と亜んで当該地の首長墓系列を

形作っていたものと推定される。今後、古れの保存について此林部局と協議を図っていさたい。

このほか、相知町の汲井谷線の確認調査では標府100mの尾根上で弥生土器の甕 ・並が確認されており、遺構

については未確認であるものの、弥生時代の遺跡の密度が非常に薄い当該地にあって、当時の生活ll!Jを考える上

での示唆となろう。

佐円上場地区 佐賀上場地区では調査対象面積68.0haに対して店il!市悶の尾地区・宇木半IU2期地区、玄海町

玄海支線24号農道．肥前町赤坂地区で確認調査を実施し、このうち店津市の鶏の尾地区で2,400nfの遺跡を確

認した。競のIi地区の確認調査は平成10年度から継続して実施しているが、古m・近世堕のほか鉄滓が検出さ
れているため、製鉄l距巡遺構の存在も推定される。

発掘調査は唐津市の4迫跡で実施され、このうち、上場台地上の菅牟田荒谷迫跡 ・東山 I.ii'!跡では旧石器時代

～縄文時代の迫物包含府の潤査を行った。菅牟田荒谷辺跡ではIE!石器時代のナイフ形石器や縄文時代の押型文土

器 • 石柑が．東山 1 遺跡では礫群のほか、細石刃•細石核など旧石器時代の、また縄文時代の：I: 器・石器、弥生

時代・古只時代の土器も確認されている。また、競Ill南麓側の'i<*・半田川流域では序両II迫跡・外原遺跡の調

究が行われ、序~ II 遺跡では弥生時代の壺棺:&I · 甕棺猪、巾世の土壌蔓、近世の土壕茎が確認されている。この

うち．中世の土壌墓は26基、近世の土壊廷は37基と数多く検出されており、中世酪では存磁碗 ・白磁碗・鉄刀

子などの、また近世墓では陶磁器・ 漆器 ・銅銭などが湖葬品として出土した。当該期の型地の様相を把握できる

好資料と言える。外原迫跡では炭焼窯、掘立柱建物跡、梱列などが確認されたが、特に炭焼窯についてはCl4,

年代測定により 12~13世紀の所産と推定され．中世に遡る炭焼窯の数少ない調査例として打重である。

以上、地区毎の既要について述ぺた。煤下における只林業甚館祁偏!ド業は開発面積の上では年々減少している。

このことは佐沢平野域における大規模なほ場整備がほぼ一段落した点に起因するが、反面、事業の数としては逆

に切加の傾向にあり、小規模な農道 ・林辺建設、かんがい排水専業（導水管埋設）など綜的な工事が多くなって

きている。これらには、今回確認調査を実施した東存扱村佐賀東部地区、発掘閲査を実施した上峠町船石 ・船石

函迫蹄など、過去のほ場整備の際発掘調査を行った地点の隣接地内での開発が見られ、当時盛土保仔とした部分

を改めて調査を行うといったケースが出てきている。この傾向は今後も続くものと思われ、迫勝の保存と工事の
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火施について細かな協議が必淡となろう。煤逍，林道建設は従米文化財の有無について情報が乏しかった111問部

へと延ぴてきており、例えば中原町喪取山遺跡や相知町浅井谷線の確認謁査などでは襟裔100~200mの深い山

中で遺構・遺物が確認されている。特に9i!下の中世山城についてはその分布・迫跡の範囲（縄張り）についての

詳細はほとんど明らかになっておらず、良林事菜の計画策定と円滑な潤整を図るためにも十分な分布関査が＄が

れている。このほか、平成II年度は:f:il¥fl町龍王堤に見られるような近世以降の七木関連道構について確認潤査

を実施する機会を得た。農林事業の性格上、堤，水路，堰など水利関連の施設に係るケースが多く、中には近世

期から大きな改変を被らずに遠存しているものも見られ、土木技術の変退を考える上でも重要な資料と百える。

こういった資料について、どのような形で文化財調査を実施し、また如何にしてその保存に1紺して此林布業との

調整を國っていくの力＼今後の課題である。
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